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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号する方法であって、
　第１のアスペクト比を有するベースレイヤピクチャを復号することと、
　前記ベースレイヤピクチャに対応する拡張レイヤピクチャのタイルが、レイヤ間予測を
使用して予測され得るかどうかを表すデータを復号することと、ここにおいて、前記タイ
ルが、前記タイルのコード化ツリーブロックラスタ走査において連続的に順序付けられた
１つの列及び１つの行内で同時に発生する整数個のコード化ツリーブロックを備え、前記
拡張レイヤピクチャが第２のアスペクト比を有し、前記第２のアスペクト比が前記第１の
アスペクト比より大きく、前記拡張レイヤピクチャの前記タイルが前記ベースレイヤピク
チャに対応する前記拡張レイヤピクチャの部分の外側にあるとき、前記タイルがレイヤ間
予測を使用して予測され得るかどうかを表す前記データを復号することが、前記タイルが
レイヤ間予測を使用して予測され得ないことを示すデータを復号することを備える、
　前記データが、前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得ることを示すときだけ
、レイヤ間予測を使用して前記タイルのデータを予測することと、
　前記拡張レイヤピクチャを前記ベースレイヤピクチャと並列に復号することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　ビデオデータを符号化する方法であって、
　第１のアスペクト比を備えるベースレイヤピクチャを符号化することと、
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　前記ベースレイヤピクチャに対応する拡張レイヤピクチャのタイルがレイヤ間予測を使
用して予測され得るかどうかを表すデータを符号化することと、ここにおいて、前記タイ
ルが、前記タイルのコード化ツリーブロックラスタ走査において連続的に順序付けられた
１つの列及び１つの行内で同時に発生する整数個のコード化ツリーブロックを備え、前記
拡張レイヤピクチャが第２のアスペクト比を有し、前記第２のアスペクト比が前記第１の
アスペクト比より大きく、前記拡張レイヤピクチャの前記タイルが前記ベースレイヤピク
チャに対応する前記拡張レイヤピクチャの部分の外側にあるとき、前記タイルがレイヤ間
予測を使用して予測され得るかどうかを表す前記データを符号化することが、前記タイル
がレイヤ間予測を使用して予測され得ないことを示すデータを符号化することを備える、
　前記データが、前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得ることを示すときだけ
、レイヤ間予測を使用して前記タイルのデータを予測することと、
　前記拡張レイヤピクチャを前記ベースレイヤピクチャと並列に符号化することと
　を備える、方法。
【請求項３】
　前記拡張レイヤピクチャの前記タイルが、前記ベースレイヤピクチャに対応する前記拡
張レイヤピクチャの前記部分の外側にあるとき、前記拡張レイヤピクチャのタイルが前記
ベースレイヤピクチャのタイルと整列されていることを示すデータを復号する、又は符号
化することをさらに備える、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表す前記データを復号す
る、又は符号化することが、ピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）を規定するデータと、
テクスチャまたはシンタックスのレイヤ間予測が前記拡張レイヤピクチャのタイルに対し
て使用され得るかどうかを示すデータとを復号することを備える、請求項１又は２に記載
の方法。
【請求項５】
　前記ＰＰＳを規定する前記データが、ｓｅｉ＿ｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿
ｉｄシンタックス要素を備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　テクスチャまたはシンタックスのレイヤ間予測が使用され得るかどうかを示す前記デー
タが、前記タイルに対応するｎｏｎ＿ｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｆｌａｇを備え
る、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項７】
　前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表す前記データを復号す
ることが、ｔｉｌｅ＿ｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｉｎｆｏ ＳＥＩメッセージを
復号することを備える、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項８】
　ビデオデータを復号するための装置であって、
　第１のアスペクト比を有するベースレイヤピクチャを復号するための手段と、
　拡張レイヤピクチャのタイルが、レイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表す
データを復号するための手段と、ここにおいて、前記タイルが、前記タイルのコード化ツ
リーブロックラスタ走査において連続的に順序付けられた１つの列及び１つの行内で同時
に発生する整数個のコード化ツリーブロックを備え前記拡張レイヤピクチャが第２のアス
ペクト比を有し、前記第２のアスペクト比が前記第１のアスペクト比より大きく、前記タ
イルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表す前記データを復号するための
前記手段が、前記拡張レイヤピクチャの前記タイルが前記ベースレイヤピクチャに対応す
る前記拡張レイヤピクチャの部分の外側にあるとき、前記タイルがレイヤ間予測を使用し
て予測され得ないことを示すデータを復号するための手段を備える、
　前記データが、前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得ることを示すときだけ
、レイヤ間予測を使用して前記タイルのデータを予測するための手段と、
　前記拡張レイヤピクチャを前記ベースレイヤピクチャと並列に復号するための手段とを
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備える、装置。
【請求項９】
　ビデオデータを符号化するための装置であって、
　第１のアスペクト比を有するベースレイヤピクチャを符号化するための手段と、
　拡張レイヤピクチャのタイルが、レイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表す
データを符号化するための手段と、ここにおいて、前記タイルが、前記タイルのコード化
ツリーブロックラスタ走査において連続的に順序付けられた１つの列及び１つの行内で同
時に発生する整数個のコード化ツリーブロックを備え、ここにおいて、前記拡張レイヤピ
クチャが第２のアスペクト比を有し、前記第２のアスペクト比が前記第１のアスペクト比
より大きく、ここにおいて、前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうか
を表す前記データを符号化するための前記手段が、前記拡張レイヤピクチャの前記タイル
が前記ベースレイヤピクチャに対応する前記拡張レイヤピクチャの部分の外側にあるとき
、前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得ないことを示すデータを符号化するた
めの手段を備える、
　前記データが、前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得ることを示すときだけ
、レイヤ間予測を使用して前記タイルのデータを予測するための手段と、
　前記拡張レイヤピクチャを前記ベースレイヤピクチャと並列に符号化するための手段と
を備える、装置。
【請求項１０】
　前記拡張レイヤピクチャの前記タイルが、前記ベースレイヤピクチャに対応する前記拡
張レイヤピクチャの前記部分の外側にあるとき、前記拡張レイヤピクチャのタイルが前記
ベースレイヤピクチャのタイルと整列されていることを示すデータを復号する、又は符号
化するための手段をさらに備える、請求項８又は９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表す前記データを復号す
る、又は符号化するための前記手段が、ピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）を規定する
データと、テクスチャまたはシンタックスのレイヤ間予測が前記拡張レイヤピクチャのタ
イルに対して使用され得るかどうかを示すデータとをコード化するための手段を備える、
請求項８又は９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記ＰＰＳを規定する前記データが、ｓｅｉ＿ｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿
ｉｄシンタックス要素を備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　テクスチャまたはシンタックスのレイヤ間予測が使用され得るかどうかを示す前記デー
タが、前記タイルに対応するｎｏｎ＿ｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｆｌａｇを備え
る、請求項８又は９に記載の装置。
【請求項１４】
　前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表す前記データを復号す
る、又は符号化するための前記手段が、ｔｉｌｅ＿ｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｉ
ｎｆｏ ＳＥＩメッセージを復号する、又は符号化するための手段を備える、請求項８又
は９に記載の装置。
【請求項１５】
　実行されたとき、プロセッサに、請求項１乃至７のうちのいずれか１項に記載の方法を
実行させる命令を記憶したコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本出願は、各々の内容全体が参照により本明細書に組み込まれる、２０１３年３
月５日に出願された米国仮出願第６１／７７３，０９５号、２０１３年４月５日に出願さ
れた米国仮出願第６１／８０８，７３４号、及び２０１３年５月３日に出願された米国仮
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出願第６１／８１９，４９４号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、ビデオコード化に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]デジタルビデオ機能は、デジタルテレビジョン、デジタルダイレクトブロードキ
ャストシステム、ワイヤレスブロードキャストシステム、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラッ
プトップコンピュータ又はデスクトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、電子ブ
ックリーダ、デジタルカメラ、デジタル記録機器、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲ
ーム機器、ビデオゲームコンソール、携帯電話又は衛星無線電話、所謂「スマートフォン
」、ビデオ遠隔会議機器、ビデオストリーミング機器などを含む、広範囲にわたる機器に
組み込まれ得る。デジタルビデオ機器は、ＭＰＥＧ－２、ＭＰＥＧ－４、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ
．２６３、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＭＰＥＧ－４、Ｐａｒｔ　１０、先進的ビデオコー
ド化（ＡＶＣ：Advanced Video Coding）、高効率ビデオコード化（ＨＥＶＣ）規格によ
って定義された規格、及びそのような規格の拡張に記載されているビデオ圧縮技法など、
ビデオ圧縮技法を実装する。ビデオ機器は、そのようなビデオコード化技法を実装するこ
とによって、デジタルビデオ情報をより効率的に送信、受信、符号化、復号、及び／又は
記憶し得る。
【０００４】
　[0004]ビデオコード化技法は、ビデオシーケンスに固有の冗長性を低減又は除去するた
めの空間的（イントラピクチャ）予測及び／又は時間的（インターピクチャ）予測を含む
。ブロックベースのビデオコード化の場合、ビデオスライス（例えば、ビデオフレーム又
はビデオフレームの一部分）が、ツリーブロック、コード化単位（ＣＵ）及び／又はコー
ド化ノードと呼ばれることもあるビデオブロックに区分され得る。ピクチャのイントラコ
ード化された（Ｉ）スライス内のビデオブロックは、同じピクチャにおける隣接ブロック
内の参照サンプルに対する空間的予測を使用して符号化される。ピクチャのインターコー
ド化（Ｐ又はＢ）スライス内のビデオブロックは、同じピクチャの中の隣接ブロック内の
参照サンプルに対する空間的予測、又は他の参照ピクチャの中の参照サンプルに対する時
間的予測を使用することができる。ピクチャはフレームと呼ばれることがあり、参照ピク
チャは参照フレームと呼ばれることがある。
【０００５】
　[0005]空間的予測又は時間的予測は、コード化されるべきブロックの予測ブロックを生
じる。残差データは、コード化されるべき元のブロックと予測ブロックとの間の画素差分
を表す。インターコード化されたブロックは、予測ブロックを形成する参照サンプルのブ
ロックを指す動きベクトル、及びコード化されたブロックと予測ブロックとの間の差分を
示す残差データに従って符号化される。イントラコード化ブロックは、イントラコード化
モードと残差データとに従って符号化される。更なる圧縮のために、残差データは、画素
領域から変換領域に変換されて残差変換係数をもたらすことができ、その残差変換係数が
、次いで量子化され得る。最初に２次元アレイで構成される量子化変換係数は、変換係数
の１次元ベクトルを生成するために走査されてよく、なお一層の圧縮を達成するためにエ
ントロピーコード化が適用されてよい。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]概して、本開示は、ビデオコード化の並列処理ための技法を説明する。例えば、
本開示は、高効率ビデオコード化（ＨＥＶＣ）規格のスケーラブルな拡張において並列処
理するための技法を説明するが、本技法は、マルチビューＨＥＶＣ（ＭＶ－ＨＥＶＣ）な
ど、他のビデオコード化規格及びそのような規格の拡張に適用され得る。幾つかの例示的
な解決策が、２つ以上のタイルが各レイヤに使用されるとき、（様々な次元のスケーラブ
ルなレイヤ及び複数のビューを含み得る）レイヤにわたる並列処理と、アップサンプリン
グと、レイヤ間フィルタリングと、レイヤ間動き／モード予測などのレイヤ間シンタック
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ス予測と、ｔｅｘｔｕｒｅＢｌ、レイヤ間残差予測などのレイヤ間テクスチャ予測とを効
率的に実行するために説明され、各レイヤは、スケーラブルなレイヤ、ビュー、又は深度
であり得る。
【０００７】
　[0007]一例では、ビデオデータを復号する方法は、ビデオデータの拡張レイヤタイル内
の拡張レイヤブロックを復号するとき、拡張レイヤタイルとベースレイヤブロックの両方
を含むアクセス単位内の参照レイヤピクチャ内のタイルの境界を横切るレイヤ間フィルタ
リング又は参照レイヤフィルタリングが可能にされる同一位置配置ベースレイヤブロック
から、レイヤ間テクスチャ予測又はレイヤ間シンタックス予測を使用する拡張レイヤブロ
ックの復号を防止することと、参照レイヤピクチャ内のタイルの境界を横切るレイヤ間フ
ィルタリング又は参照レイヤフィルタリングが可能にされるとき、拡張レイヤブロックと
実質的に並列に、同一位置配置ベースレイヤブロックを復号することとを含む。
【０００８】
　[0008]別の例では、ビデオデータを符号化する方法は、ビデオデータの拡張レイヤタイ
ル内の拡張レイヤブロックを符号化するとき、拡張レイヤタイルとベースレイヤブロック
の両方を含むアクセス単位内の参照レイヤピクチャ内のタイルの境界を横切るレイヤ間フ
ィルタリング又は参照レイヤフィルタリングが可能にされる同一位置配置ベースレイヤブ
ロックから、レイヤ間テクスチャ予測又はレイヤ間シンタックス予測を使用する拡張レイ
ヤブロックの符号化を防止することと、参照レイヤピクチャ内のタイルの境界を横切るレ
イヤ間フィルタリング又は参照レイヤフィルタリングが可能にされるとき、拡張レイヤブ
ロックと実質的に並列に、同一位置配置ベースレイヤブロックを符号化することとを含む
。
【０００９】
　[0009]別の例では、ビデオデータをコード化するためのデバイスは、ビデオデータの拡
張レイヤタイル内の拡張レイヤブロックをコード化するとき、拡張レイヤタイルとベース
レイヤブロックの両方を含むアクセス単位内の参照レイヤピクチャ内のタイルの境界を横
切るレイヤ間フィルタリング又は参照レイヤフィルタリングが可能にされる同一位置配置
ベースレイヤブロックから、レイヤ間テクスチャ予測又はレイヤ間シンタックス予測を使
用する拡張レイヤブロックのコード化を防止することと、参照レイヤピクチャ内のタイル
の境界を横切るレイヤ間フィルタリング又は参照レイヤフィルタリングが可能にされると
き、拡張レイヤブロックと実質的に並列に、同一位置配置ベースレイヤブロックをコード
化することとを行うように構成されたビデオコーダ（例えば、ビデオエンコーダ又はビデ
オデコーダ）を含む。
【００１０】
　[0010]別の例では、ビデオデータをコード化するためのデバイスは、ビデオデータの拡
張レイヤタイル内の拡張レイヤブロックをコード化するとき、拡張レイヤタイルとベース
レイヤブロックの両方を含むアクセス単位内の参照レイヤピクチャ内のタイルの境界を横
切るレイヤ間フィルタリング又は参照レイヤフィルタリングが可能にされる同一位置配置
ベースレイヤブロックから、レイヤ間テクスチャ予測又はレイヤ間シンタックス予測を使
用する拡張レイヤブロックをコード化することを防止するための手段と、参照レイヤピク
チャ内のタイルの境界を横切るレイヤ間フィルタリング又は参照レイヤフィルタリングが
可能にされるとき、拡張レイヤブロックと実質的に並列に、同一位置配置ベースレイヤブ
ロックをコード化するための手段とを含む。
【００１１】
　[0011]別の例では、コンピュータ可読記憶媒体は命令を記憶しており、命令は、実行さ
れたとき、プロセッサに、ビデオデータの拡張レイヤタイル内の拡張レイヤブロックをコ
ード化するとき、拡張レイヤタイルとベースレイヤブロックの両方を含むアクセス単位内
の参照レイヤピクチャ内のタイルの境界を横切るレイヤ間フィルタリング又は参照レイヤ
フィルタリングが可能にされる同一位置配置ベースレイヤブロックから、レイヤ間テクス
チャ予測又はレイヤ間シンタックス予測を使用する拡張レイヤブロックのコード化を防止
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することと、参照レイヤピクチャ内のタイルの境界を横切るレイヤ間フィルタリング又は
参照レイヤフィルタリングが可能にされるとき、拡張レイヤブロックと実質的に並列に、
同一位置配置ベースレイヤブロックをコード化することとを行わせる。
【００１２】
　[0012]別の例では、ビデオデータを復号する方法は、拡張レイヤピクチャのタイルがレ
イヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表すデータを復号することと、タイルがレ
イヤ間予測を使用して予測され得ることをデータが示すときだけ、レイヤ間予測を使用し
てタイルのデータを予測することとを含む。
【００１３】
　[0013]別の例では、ビデオデータを符号化する方法は、拡張レイヤピクチャのタイルが
レイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表すデータを符号化することと、タイル
がレイヤ間予測を使用して予測され得ることをデータが示すときだけ、レイヤ間予測を使
用してタイルのデータを予測することとを含む。
【００１４】
　[0014]別の例では、ビデオデータをコード化するための機器は、拡張レイヤピクチャの
タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表すデータをコード化すること
と、タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得ることをデータが示すときだけ、レイヤ
間予測を使用してタイルのデータを予測することとを行うように構成されたビデオコーダ
（例えば、ビデオデコーダ又はビデオエンコーダ）を含む。
【００１５】
　[0015]別の例では、ビデオデータをコード化するための機器は、拡張レイヤピクチャの
タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表すデータをコード化するため
の手段と、タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得ることをデータが示すときだけ、
レイヤ間予測を使用してタイルのデータを予測するための手段とを含む。
【００１６】
　[0016]別の例では、コンピュータ可読記憶媒体は命令を記憶しており、命令は、実行さ
れたとき、プロセッサに、拡張レイヤピクチャのタイルがレイヤ間予測を使用して予測さ
れ得るかどうかを表すデータをコード化することと、タイルがレイヤ間予測を使用して予
測され得ることをデータが示すときだけ、レイヤ間予測を使用してタイルのデータを予測
することとを行わせる。
【００１７】
　[0017]別の例では、ビデオデータを復号する方法は、共通の拡張レイヤタイル内の２つ
のそれぞれの拡張レイヤピクチャサンプルと同一位置配置された任意の２つの参照レイヤ
サンプルが、共通の参照レイヤタイル内にあるに違いないかどうかを表すシンタックス要
素に対する値を復号することと、シンタックス要素の値に少なくとも部分的に基づいて拡
張レイヤピクチャサンプルを復号することとを含む。
【００１８】
　[0018]別の例では、ビデオデータを符号化する方法は、共通の拡張レイヤタイル内の２
つのそれぞれの拡張レイヤピクチャサンプルと同一位置配置された任意の２つの参照レイ
ヤサンプルが、共通の参照レイヤタイル内にあるに違いないかどうかを表すシンタックス
要素に対する値を符号化することと、シンタックス要素の値に少なくとも部分的に基づい
て拡張レイヤピクチャサンプルを符号化することとを含む。
【００１９】
　[0019]別の例では、ビデオデータをコード化するための機器は、共通の拡張レイヤタイ
ル内の２つのそれぞれの拡張レイヤピクチャサンプルと同一位置配置された任意の２つの
参照レイヤサンプルが、共通の参照レイヤタイル内にあるに違いないかどうかを表すシン
タックス要素に対する値をコード化することと、シンタックス要素の値に少なくとも部分
的に基づいて拡張レイヤピクチャサンプルをコード化することとを行うように構成された
ビデオコーダ（例えば、ビデオエンコーダ又はビデオデコーダ）を含む。
【００２０】
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　[0020]別の例では、ビデオデータをコード化するための機器は、共通の拡張レイヤタイ
ル内の２つのそれぞれの拡張レイヤピクチャサンプルと同一位置配置された任意の２つの
参照レイヤサンプルが、共通の参照レイヤタイル内にあるに違いないかどうかを表すシン
タックス要素に対する値をコード化するための手段と、シンタックス要素の値に少なくと
も部分的に基づいて拡張レイヤピクチャサンプルをコード化するための手段とを含む。
【００２１】
　[0021]別の例では、コンピュータ可読記憶媒体は命令を記憶しており、命令は、実行さ
れたとき、プロセッサに、共通の拡張レイヤタイル内の２つのそれぞれの拡張レイヤピク
チャサンプルと同一位置配置された任意の２つの参照レイヤサンプルが、共通の参照レイ
ヤタイル内にあるに違いないかどうかを表すシンタックス要素に対する値をコード化する
ことと、シンタックス要素の値に少なくとも部分的に基づいて拡張レイヤピクチャサンプ
ルをコード化することとを行わせる。
【００２２】
　[0022]別の例では、ビデオデータを復号する方法は、拡張レイヤピクチャのタイルがコ
ード化され得る前にコード化される必要のあるベースレイヤピクチャ内のタイルの数を示
すデータを、拡張レイヤピクチャのタイルに対して復号することと、タイルの数に対応す
るベースレイヤピクチャのタイルを復号することと、ベースレイヤピクチャのタイルを復
号した後に、ベースレイヤピクチャ内の少なくとも１つの他のタイルと実質的に並列に拡
張レイヤピクチャのタイルを復号することとを含む。
【００２３】
　[0023]別の例では、ビデオデータを符号化する方法は、拡張レイヤピクチャのタイルが
コード化され得る前にコード化される必要のあるベースレイヤピクチャ内のタイルの数を
示すデータを、拡張レイヤピクチャのタイルに対して符号化することと、タイルの数に対
応するベースレイヤピクチャのタイルを符号化することと、ベースレイヤピクチャのタイ
ルを符号化した後に、ベースレイヤピクチャ内の少なくとも１つの他のタイルと実質的に
並列に拡張レイヤピクチャのタイルを符号化することとを含む。
【００２４】
　[0024]別の例では、ビデオデータをコード化するための機器は、拡張レイヤピクチャの
タイルがコード化され得る前にコード化される必要のあるベースレイヤピクチャ内のタイ
ルの数を示すデータを、拡張レイヤピクチャのタイルに対してコード化することと、タイ
ルの数に対応するベースレイヤピクチャのタイルをコード化することと、ベースレイヤピ
クチャのタイルをコード化した後に、ベースレイヤピクチャ内の少なくとも１つの他のタ
イルと実質的に並列に拡張レイヤピクチャのタイルをコード化することとを行うように構
成されたビデオデコーダ（例えば、ビデオエンコーダ又はビデオデコーダ）を含む。
【００２５】
　[0025]別の例では、ビデオデータをコード化するための機器は、拡張レイヤピクチャの
タイルがコード化され得る前にコード化される必要のあるベースレイヤピクチャ内のタイ
ルの数を示すデータを、拡張レイヤピクチャのタイルに対してコード化するための手段と
、タイルの数に対応するベースレイヤピクチャのタイルをコード化するための手段と、ベ
ースレイヤピクチャのタイルをコード化した後に、ベースレイヤピクチャ内の少なくとも
１つの他のタイルと実質的に並列に拡張レイヤピクチャのタイルをコード化するための手
段とを含む。
【００２６】
　[0026]別の例では、コンピュータ可読記憶媒体は命令を記憶しており、命令は、実行さ
れたとき、プロセッサに、拡張レイヤピクチャのタイルがコード化され得る前にコード化
される必要のあるベースレイヤピクチャ内のタイルの数を示すデータを、拡張レイヤピク
チャのタイルに対してコード化することと、タイルの数に対応するベースレイヤピクチャ
のタイルをコード化することと、ベースレイヤピクチャのタイルをコード化した後に、ベ
ースレイヤピクチャ内の少なくとも１つの他のタイルと実質的に並列に拡張レイヤピクチ
ャのタイルをコード化することとを行わせる。
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【００２７】
　[0027]１つ又は複数の例の詳細が、添付の図面及び以下の説明に記載されている。他の
特徴、目的、及び利点は、その説明及び図面から、ならびに特許請求の範囲から明らかに
なろう。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】[0028]ビデオデータを並列に処理するための技法を利用し得る例示的なビデオ符
号化及び復号システムを示すブロック図。
【図２】[0029]ビデオデータを並列に処理するための技法を実装し得るビデオエンコーダ
の一例を示すブロック図。
【図３】[0030]ビデオデータを並列に処理するための技法を実装し得るビデオデコーダの
一例を示すブロック図。
【図４】[0031]スケーラブルビデオコード化（ＳＶＣ）のための様々なスケーラブルな次
元を示す概念図。
【図５】[0032]ＳＶＣコード化構造の一例を示す概念図。
【図６】[0033]例示的なアクセス単位（ＡＵ）を示す概念図。
【図７】[0034]高効率ビデオコード化（ＨＥＶＣ）規格による例示的なタイルを示す概念
図。
【図８】[0035]波面並列処理（ＷＰＰ）に対する波面を示す概念図。
【図９】[0036]ＨＥＶＣ（ＳＨＶＣ）デコーダのＳＶＣ拡張における並列処理の一例を示
す概念図。
【図１０】[0037]幾つかの拡張レイヤ（ＥＬ）サンプルが対応するベースレイヤサンプル
をもたない、拡張された空間スケーラビリティの一例を示す図。
【図１１】[0038]幾つかのベースレイヤ（ＢＬ）サンプルが対応する拡張レイヤサンプル
をもたない、拡張された空間スケーラビリティの一例を示す図。
【図１２】[0039]参照レイヤピクチャと拡張レイヤピクチャとを示す概念図。
【図１３】[0040]異なるアスペクト比を有する例示的なピクチャを示す概念図。
【図１４】[0041]異なる数のタイルを有する拡張レイヤピクチャと参照レイヤピクチャと
を示す概念図。
【図１５】[0042]本開示の技法による、レイヤ間予測を可能又は無効にするための例示的
な方法を示すフローチャート。
【図１６】[0043]本開示の技法による、ピクチャが異なるアスペクト比を有するときに、
拡張レイヤ及び参照レイヤのピクチャを並列にコード化するための例示的な方法を示すフ
ローチャート。
【図１７】[0044]拡張レイヤピクチャのタイル境界が参照レイヤピクチャのタイル境界と
整列されているかどうかに基づいて、拡張レイヤピクチャをコード化するための例示的な
方法を示すフローチャート。
【図１８】[0045]本開示の技法による、タイル境界が整列されていないときでさえも、拡
張レイヤピクチャのタイルを参照レイヤピクチャと並列にコード化するための例示的な方
法を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　[0046]ビデオコード化規格は、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６１と、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ
－１　Ｖｉｓｕａｌと、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６２又はＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－２　Ｖ
ｉｓｕａｌと、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３と、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　Ｖｉｓｕａ
ｌと、それのスケーラブルビデオコード化（ＳＶＣ）及びマルチビュービデオコード化（
ＭＶＣ）拡張を含む（ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣとしても知られる）ＩＴＵ
－Ｔ　Ｈ．２６４とを含む。ＳＶＣとＭＶＣとのジョイントドラフトは、「Ａｄｖａｎｃ
ｅｄ　ｖｉｄｅｏ　ｃｏｄｉｎｇ　ｆｏｒ　ｇｅｎｅｒｉｃ　ａｕｄｉｏｖｉｓｕａｌ　
ｓｅｒｖｉｃｅｓ」、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６４、２０１０年３月に記載されている。



(9) JP 6279622 B2 2018.2.14

10

20

30

40

50

【００３０】
　[0047]更に、ＩＴＵ－Ｔビデオコード化エキスパートグループ（ＶＣＥＧ：Video Codi
ng Experts Group）とＩＳＯ／ＩＥＣモーションピクチャエキスパートグループ（ＭＰＥ
Ｇ：Motion Picture Experts Group）とのジョイントコラボレーションチームオンビデオ
コード化（ＪＣＴ－ＶＣ：Joint Collaboration Team on Video Coding）によって開発さ
れた新しいビデオコード化規格、即ち、高効率ビデオコード化（ＨＥＶＣ）がある。ＩＴ
Ｕ－Ｔ　Ｈ．２６５とも呼ばれるＨＥＶＣは、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｉｔｕ．ｉｎｔ／
ｒｅｃ／Ｔ－ＲＥＣ－Ｈ．２６５－２０１３０４－Ｉ／ｅｎにおいて入手可能な、ＩＴＵ
－Ｔ　Ｈ．２６５、ＳＥＲＩＥＳ　Ｈ：ＡＵＤＩＯＶＩＳＵＡＬ　ＡＮＤ　ＭＵＬＴＩＭ
ＥＤＩＡ　ＳＹＳＴＥＭＳ、オーディオビジュアルサービスのインフラストラクチャ─動
画像（Moving Video）のコード化、高効率ビデオコード化、２０１３年４月に記載されて
いる。
【００３１】
　[0048]Ｈ.２６４／ＡＶＣのＳＶＣ拡張とＨＥＶＣのＳＶＣ拡張の両方に対して、ＳＶ
Ｃに関する幾つかの詳細が、図４～図９に関して以下で説明される。
【００３２】
　[0049]マルチレイヤコード化コンテキストにおける並列処理に対して存在する解決策は
、少なくとも次の問題と関連付けられ得る。
【００３３】
　[0050]ＨＥＶＣ拡張において、同じアクセス単位又は異なるアクセス単位内の異なるレ
イヤに関して、より大きい相互依存性が存在し得る。例えば、拡張レイヤピクチャの復号
は、復号された参照レイヤピクチャに依存し得る。ＨＥＶＣ（ＳＨＶＣ）のＳＶＣ拡張は
、マルチループスケーラブル復号フレームワークを利用する。現在のＳＨＶＣフレームワ
ークにおいて、現在のレイヤピクチャが（任意のタイプのレイヤ間予測を介して）依存す
る全ての参照レイヤピクチャは、現在レイヤピクチャを復号することを開始するために復
号されなければならない。これは、幾つかの復号システムに対する幾つかの並列処理アー
キテクチャにおいて、全体的なコーデック遅延を増加させることがある。
【００３４】
　[0051]加えて、各レイヤ内に２つ以上のタイルを有する異なるレイヤを並列処理すると
き、幾つかの領域に対するアップサンプリング、レイヤ間フィルタリング、又はレイヤ間
シンタックス予測は、参照レイヤピクチャ内のタイル境界を横切ることがある。タイルに
対する並列処理によって、タイル境界に沿った参照レイヤピクチャ内の再構成されたサン
プルの利用可能性は保証され得ず、従って、アップサンプリング又はレイヤ間フィルタリ
ングは、適切に実行され得ない。従って、アップサンプリング又はレイヤ間フィルタリン
グは、参照レイヤピクチャ全体が復号されるか又は異なるレイヤの並列処理が部分的に中
断されるまで延期されなければならない。
【００３５】
　[0052]更に、Ｋ．Ｓｕｈｒｉｎｇら、Ｔｉｌｅ　ｂｏｕｎｄａｒｙ　ａｌｉｇｎｍｅｎ
ｔ　ａｎｄ　ｉｎｔｅｒ－ｌａｙｅｒ　ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ　ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔｓ
　ｆｏｒ　ＳＨＶＣ　ａｎｄ　ＭＶ－ＨＥＶＣ、ＪＣＴＶＣ－Ｍ０４６４、２０１３年４
月（以後「ＪＣＴＶＣ－Ｍ０４６４」）に記載されるタイル境界整合の規格は、少なくと
も次の問題と関連する。拡張された空間スケーラビリティ又はアスペクト比スケーラビリ
ティユースケースシナリオに対して、拡張レイヤサンプルは、対応するベースレイヤサン
プルをもたず、その逆も同様である。従って、Ｆ．Ｈｅｎｒｙ及びＳ．Ｐａｔｅｕｘ、「
Ｗａｖｅｆｒｏｎｔ　ｐａｒａｌｌｅｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ」、ＪＣＴＶＣ－Ｅ１９
６、２０１１年３月（以後「ＪＣＴＶＣ－Ｅ１９６」）に記載されるタイル境界整合の規
格は、レイヤにわたるタイルの使用をまったく許容しない。図１０は、拡張レイヤサンプ
ルが対応するベースレイヤサンプルをもたない、拡張された空間スケーラビリティシナリ
オの一例を示す。図１１は、ベースレイヤサンプルが対応する拡張レイヤサンプルをもた
ない、拡張された空間スケーラビリティシナリオの一例を示す。ＪＣＴＶＣ－Ｍ０４６４
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及びＪＣＴＶＣ－Ｅ１９６は、それらの全体が参照により本明細書に組み込まれる。
【００３６】
　[0053]図１０は、幾つかの（拡張レイヤ）ＥＬサンプルが対応するベースレイヤサンプ
ルをもたない、拡張された空間スケーラビリティの一例を示す。図１１は、幾つかの（ベ
ースレイヤ）ＢＬサンプルが対応する拡張レイヤサンプルをもたない、拡張された空間ス
ケーラビリティの一例を示す。
【００３７】
　[0054]本開示は、例えばＨＥＶＣの拡張における並列処理をサポートするために使用さ
れ得る技法の２つのカテゴリーを説明する。これらの２つのカテゴリーからの技法は、単
独で又は独立に使用され得る。技法は、スケーラブルビデオコード化と、（深度を有する
か又はもたない）マルチビュービデオコード化と、ＨＥＶＣに対する他の拡張及び他のビ
デオコーデックとに適用可能である。第１のカテゴリーは、制限付きレイヤ間予測を対象
とする。第２のカテゴリーは、信号伝達（signaling）を対象とする。両カテゴリーから
の技法の例は、以下でより詳細に説明される。
【００３８】
　[0055]図１は、ビデオデータを並列に処理するための技法を利用し得る例示的なビデオ
符号化及び復号システム１０を示すブロック図である。図１に示すように、システム１０
は、宛先機器１４によって後で復号されるべき符号化ビデオデータを与える発信源機器１
２を含む。特に、発信源機器１２は、コンピュータ可読媒体１６を介してビデオデータを
宛先機器１４に与える。発信源機器１２及び宛先機器１４は、デスクトップコンピュータ
、ノートブック（即ち、ラップトップ）コンピュータ、タブレットコンピュータ、セット
トップボックス、所謂「スマート」フォンなどの電話ハンドセット、所謂「スマート」パ
ッド、テレビジョン、カメラ、表示装置、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲームコン
ソール、ビデオストリーミング機器などを含む、広範囲にわたる機器のいずれかを備え得
る。場合によっては、発信源機器１２及び宛先機器１４は、ワイヤレス通信のために装備
され得る。
【００３９】
　[0056]宛先機器１４は、コンピュータ可読媒体１６を介して復号されるべき符号化ビデ
オデータを受信し得る。コンピュータ可読媒体１６は、符号化されたビデオデータを発信
源機器１２から宛先機器１４に移動することが可能な任意のタイプの媒体又は機器を備え
得る。一例では、コンピュータ可読媒体１６は、発信源機器１２が、符号化されたビデオ
データをリアルタイムで宛先機器１４に直接送信することを可能にするための通信媒体を
備え得る。符号化されたビデオデータは、ワイヤレス通信プロトコルなどの通信規格に従
って変調され、宛先機器１４に送信され得る。通信媒体は、高周波（ＲＦ）スペクトル又
は１つ以上の物理伝送線路など、任意のワイヤレス又は有線通信媒体を備え得る。通信媒
体は、ローカルエリアネットワーク、ワイドエリアネットワーク、又はインターネットな
どのグローバルネットワークなど、パケットベースネットワークの一部を形成し得る。通
信媒体は、発信源機器１２から宛先機器１４への通信を可能にするために有用であり得る
ルータ、スイッチ、基地局、又は任意の他の機器を含み得る。
【００４０】
　[0057]幾つかの例では、符号化されたデータは、出力インターフェース２２から記憶装
置に出力され得る。同様に、符号化されたデータは、入力インターフェースによって記憶
装置からアクセスされ得る。記憶装置は、ハードドライブ、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）
ディスク、ＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、フラッシュメモリ、揮発性又は不揮発性のメモリ、又
は符号化されたビデオデータを記憶するための任意の他の好適なデジタル記憶媒体のよう
な、様々な分散された又はローカルにアクセスされるデータ記憶媒体のいずれかを含み得
る。更なる一例では、記憶装置は、発信源機器１２によって生成された符号化されたビデ
オを記憶し得る、ファイルサーバ又は別の中間記憶装置に対応し得る。
【００４１】
　[0058]宛先機器１４は、ストリーミング又はダウンロードを介して、記憶装置から記憶
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されたビデオデータにアクセスし得る。ファイルサーバは、符号化されたビデオデータを
記憶し、その符号化されたビデオデータを宛先機器１４に送信することができる任意のタ
イプのサーバであり得る。例示的なファイルサーバとしては、（例えば、ウェブサイト用
の）ウェブサーバ、ＦＴＰサーバ、ネットワーク接続記憶（ＮＡＳ）装置、又はローカル
ディスクドライブがある。宛先機器１４は、インターネット接続を含むいずれかの標準デ
ータ接続を通して符号化ビデオデータにアクセスし得る。これは、ファイルサーバに記憶
された符号化されたビデオデータにアクセスするのに適しているワイヤレスチャネル（例
えば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）接続）、ワイヤード接続（例えば、ＤＳＬ、ケーブルモデ
ムなど）、又は両方の組合せを含むことができる。記憶装置からの符号化されたビデオデ
ータの送信は、ストリーミング送信、ダウンロード送信、又はそれらの組合せであり得る
。
【００４２】
　[0059]本開示の技法は、必ずしもワイヤレス適用例又は設定に限定されるとは限らない
。本技法は、無線テレビジョン放送、ケーブルテレビジョン送信、衛星テレビジョン送信
、ｄｙｎａｍｉｃ　ａｄａｐｔｉｖｅ　ｓｔｒｅａｍｉｎｇ　ｏｖｅｒ　ＨＴＴＰ（ＤＡ
ＳＨ）などのインターネットストリーミングビデオ送信、データ記憶媒体上に符号化され
たデジタルビデオ、データ記憶媒体に記憶されたデジタルビデオの復号、又は他の用途の
ような、種々のマルチメディア用途のいずれかをサポートするビデオコード化に適用され
得る。幾つかの例では、システム１０は、ビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデオブ
ロードキャスティング、及び／又はビデオテレフォニーなどの用途をサポートするために
、一方向又は双方向のビデオ送信をサポートするように構成され得る。
【００４３】
　[0060]図１の例では、発信源機器１２は、ビデオ発信源１８と、ビデオエンコーダ２０
と、出力インターフェース２２とを含む。宛先機器１４は、入力インターフェース２８と
、ビデオデコーダ３０と、表示装置３２とを含む。本開示によれば、発信源機器１２のビ
デオエンコーダ２０は、ビデオデータを並列に処理するための技法を適用するように構成
され得る。他の例では、発信源機器及び宛先機器は、他の構成要素又は構成を含み得る。
例えば、発信源機器１２は、外部カメラなどの外部ビデオ発信源１８からビデオデータを
受信し得る。同様に、宛先機器１４は、一体型表示装置を含むのではなく、外部表示装置
とインターフェースをとり得る。
【００４４】
　[0061]図１の図示のシステム１０は一例にすぎない。ビデオデータを並列に処理するた
めの技法は、任意のデジタルビデオ符号化及び／又は復号機器によって実行され得る。概
して、本開示の技法はビデオ符号化機器によって実行されるが、本技法は、一般に「コー
デック」と呼ばれるビデオエンコーダ／デコーダによっても実行され得る。その上、本開
示の技法は、ビデオプリプロセッサによっても実行され得る。発信源機器１２及び宛先機
器１４は、発信源機器１２が、宛先機器１４に送信するためのコード化されたビデオデー
タを生成するような、コード化機器の例にすぎない。幾つかの例では、機器１２、１４の
各々がビデオ符号化コンポーネントとビデオ復号コンポーネントとを含むように、機器１
２、１４は、実質的に対称的な方式で動作することができる。従って、システム１０は、
例えば、ビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデオブロードキャスト、又はビデオテレ
フォニーのためのビデオ機器１２とビデオ機器１４の間の一方向又は双方向のビデオ送信
をサポートし得る。
【００４５】
　[0062]発信源機器１２のビデオ発信源１８は、ビデオカメラなどの撮像装置、以前に撮
影されたビデオを含んでいるビデオアーカイブ、及び／又はビデオコンテンツプロバイダ
からビデオを受信するためのビデオフィードインターフェースを含み得る。更なる代替と
して、ビデオ発信源１８は、発信源ビデオとしてのコンピュータグラフィックスベースの
データ、又はライブビデオとアーカイブされたビデオとコンピュータにより生成されたビ
デオとの組合せを生成し得る。場合によっては、ビデオ発信源１８がビデオカメラである
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場合、発信源機器１２及び宛先機器１４は、所謂カメラフォン又はビデオフォンを形成し
得る。しかしながら、上で言及されたように、本開示で説明される技法は、一般にビデオ
コード化に適用可能であり、ワイヤレス及び／又は有線の用途に適用され得る。各々の場
合において、撮影されたビデオ、以前に撮影されたビデオ、又はコンピュータにより生成
されたビデオは、ビデオエンコーダ２０によって符号化され得る。次いで、符号化された
ビデオ情報は、出力インターフェース２２によってコンピュータ可読媒体１６に出力され
得る。
【００４６】
　[0063]コンピュータ可読媒体１６は、ワイヤレスブロードキャスト又はワイヤードネッ
トワーク送信などの一時媒体、若しくは、ハードディスク、フラッシュドライブ、コンパ
クトディスク、デジタルビデオディスク、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク、又は他
のコンピュータ可読媒体などの記憶媒体（即ち、非一時的記憶媒体）を含み得る。幾つか
の例では、ネットワークサーバ（図示せず）は、例えば、ネットワーク送信を介して、発
信源機器１２から符号化されたビデオデータを受信し、宛先機器１４に符号化されたビデ
オデータを与え得る。同様に、ディスクスタンピング設備など、媒体製造設備のコンピュ
ータ機器は、発信源機器１２から符号化されたビデオデータを受信し、その符号化された
ビデオデータを含んでいるディスクを生成し得る。従って、コンピュータ可読媒体１６は
、様々な例において、様々な形態の１つ又は複数のコンピュータ可読媒体を含むことが理
解されよう。
【００４７】
　[0064]宛先機器１４の入力インターフェース２８は、コンピュータ可読媒体１６から情
報を受信する。コンピュータ可読媒体１６の情報は、ビデオエンコーダ２０によって定義
され、またビデオデコーダ３０によって使用される、ブロック及び他のコード化されたユ
ニット、例えば、ＧＯＰの特性及び／又は処理を記述するシンタックス要素を含む、シン
タックス情報を含み得る。表示装置３２は、復号されたビデオデータをユーザに対して表
示し、陰極線管（ＣＲＴ）、液晶表示器（ＬＣＤ）、プラズマ表示器、有機発光ダイオー
ド（ＯＬＥＤ）表示器、又は別のタイプの表示装置のような、様々な表示装置のいずれか
を備え得る。
【００４８】
　[0065]ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、現在開発中の高効率ビデオコ
ード化（ＨＥＶＣ）規格などのビデオコード化規格に従って動作し得、ＨＥＶＣテストモ
デル（ＨＭ）に準拠し得る。代替として、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０
は、代替的にＭＰＥＧ－４、Ｐａｒｔ　１０、先進的ビデオコード化（ＡＶＣ）と呼ばれ
るＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４規格などの、他のプロプライエタリ規格又は業界規格、若しく
はそのような規格の拡張に従って動作することができる。但し、本開示の技法は、いかな
る特定のコード化規格にも限定されない。ビデオコード化規格の他の例には、ＭＰＥＧ－
２及びＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３がある。図１には示されていないが、幾つかの態様では、
ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、それぞれオーディオエンコーダ及びオ
ーディオデコーダと統合されてよく、共通のデータストリーム又は別個のデータストリー
ム中のオーディオとビデオの両方の符号化を処理するために、適切なＭＵＸ－ＤＥＭＵＸ
ユニット、又は他のハードウェア及びソフトウェアを含んでもよい。適用可能な場合、Ｍ
ＵＸ－ＤＥＭＵＸユニットはＩＴＵ　Ｈ．２２３マルチプレクサプロトコル、又はユーザ
データグラムプロトコル（ＵＤＰ）などの他のプロトコルに準拠することができる。
【００４９】
　[0066]ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＭＰＥＧ－４（ＡＶＣ）規格は、Ｊｏｉｎｔ　Ｖｉｄ
ｅｏ　Ｔｅａｍ（ＪＶＴ）として知られる共同パートナーシップの成果としてＩＳＯ／Ｉ
ＥＣ　Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ（ＭＰＥＧ）ととも
にＩＴＵ－Ｔ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ（ＶＣＥＧ）に
よって策定された。幾つかの態様では、本開示で説明する技法は、Ｈ．２６４規格に概し
て準拠する機器に適用され得る。Ｈ．２６４規格は、ＩＴＵ－Ｔ研究グループによる２０
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０５年３月付けのＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６４「Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉ
ｎｇ　ｆｏｒ　ｇｅｎｅｒｉｃ　ａｕｄｉｏｖｉｓｕａｌ　ｓｅｒｖｉｃｅｓ」に記載さ
れており、本明細書ではＨ．２６４規格又はＨ．２６４仕様、あるいはＨ．２６４／ＡＶ
Ｃ規格又は仕様と呼ぶ。Ｊｏｉｎｔ　Ｖｉｄｅｏ　Ｔｅａｍ（ＪＶＴ）はＨ．２６４／Ｍ
ＰＥＧ－４　ＡＶＣへの拡張に取り組み続けている。
【００５０】
　[0067]ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０はそれぞれ、１つ又は複数のマイ
クロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、ディスクリート論理、ソフト
ウェア、ハードウェア、ファームウェア、又はそれらの任意の組合せなどの様々な適切な
エンコーダ回路のいずれかとして実装され得る。本技法が部分的にソフトウェアで実装さ
れるとき、機器は、好適な非一時的コンピュータ可読媒体にソフトウェアの命令を記憶し
、本開示の技法を実行するために１つ又は複数のプロセッサを使用してハードウェアでそ
の命令を実行し得る。ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０の各々は１つ又は複
数のエンコーダ又はデコーダ中に含まれてよく、そのいずれも、それぞれの機器において
複合エンコーダ／デコーダ（コーデック）の一部として統合されてよい。
【００５１】
　[0068]ＪＣＴ－ＶＣは、ＨＥＶＣ規格を開発し、ＨＥＶＣ規格のスケーラブル拡張及び
マルチビュー拡張について作業中である。ＨＥＶＣ規格化の取り組みは、ＨＥＶＣテスト
モデル（ＨＭ）と呼ばれるビデオコード化機器の発展的モデルに基づく。ＨＭは、例えば
、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＡＶＣに従う既存の機器に対してビデオコード化機器の幾つ
かの追加の能力を仮定する。例えば、Ｈ．２６４は９つのイントラ予測符号化モードを提
供するが、ＨＭは３３個ものイントラ予測符号化モードを提供し得る。
【００５２】
　[0069]概して、ＨＭの作業モデルは、ビデオフレーム又はピクチャが、ルーマサンプル
とクロマサンプルの両方を含む一連のツリーブロック又は最大コード化単位（ＬＣＵ）に
分割され得ることを記述する。ビットストリーム内のシンタックスデータが、画素の数に
関して最大コード化単位であるＬＣＵのサイズを定義し得る。スライスは、コード化順序
で幾つかの連続するツリーブロックを含む。ビデオフレーム又はピクチャは、１つ又は複
数のスライスに区分され得る。各ツリーブロックは、４分木に従ってコード化単位（ＣＵ
）に分割され得る。概して、４分木データ構造はＣＵごとに１つのノードを含み、ルート
ノードはツリーブロックに対応する。ＣＵが４つのサブＣＵに分割された場合、ＣＵに対
応するノードは４つのリーフノードを含み、リーフノードの各々はサブＣＵのうちの１つ
に対応する。
【００５３】
　[0070]４分木データ構造の各ノードは、対応するＣＵのシンタックスデータを与え得る
。例えば、４分木のノードは、そのノードに対応するＣＵがサブＣＵに分割されるかどう
かを示す分割フラグを含み得る。ＣＵのシンタックス要素は、再帰的に定義されてよく、
ＣＵがサブＣＵに分割されるかどうかに依存し得る。ＣＵがこれ以上分割されない場合、
そのＣＵはリーフＣＵと呼ばれる。本開示では、元のリーフＣＵの明示的分割が存在しな
い場合でも、リーフＣＵの４つのサブＣＵをリーフＣＵとも呼ぶ。例えば、１６×１６サ
イズのＣＵが更に分割されない場合、この１６×１６ＣＵが決して分割されなくても、４
つの８×８サブＣＵをリーフＣＵとも呼ぶ。
【００５４】
　[0071]ＣＵは、ＣＵがサイズ差異を有しないことを除いて、Ｈ．２６４規格のマクロブ
ロックと同様の目的を有する。例えば、ツリーブロックは、４つの子ノード（サブＣＵと
も呼ばれる）に分割され得、各子ノードは、今度は親ノードとなり、別の４つの子ノード
に分割され得る。４分木のリーフノードと呼ばれる、最後の分割されていない子ノードは
、リーフＣＵとも呼ばれるコード化ノードを備える。コード化ビットストリームに関連す
るシンタックスデータは、最大ＣＵ深度と呼ばれる、ツリーブロックが分割され得る最大
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回数を定義し得、また、コード化ノードの最小サイズを定義し得る。それに応じて、ビッ
トストリームは最小コード化単位（ＳＣＵ：smallest coding unit）をも定義し得る。本
開示は、ＨＥＶＣのコンテキストにおけるＣＵ、ＰＵ、もしくはＴＵ、又は他の規格のコ
ンテキストにおける同様のデータ構造（例えば、Ｈ．２６４／ＡＶＣにおけるマクロブロ
ック及びそのサブブロック）のいずれかを指すために「ブロック」という用語を使用する
。
【００５５】
　[0072]ＣＵは、コード化ノードと、コード化ノードに関連する予測単位（ＰＵ）及び変
換単位（ＴＵ）とを含む。ＣＵのサイズは、コード化ノードのサイズに対応し、形状が正
方形でなければならない。ＣＵのサイズは、８×８画素から最大６４×６４以上の画素を
もつツリーブロックのサイズまでに及び得る。各ＣＵは、１つ又は複数のＰＵと、１つ又
は複数のＴＵとを含み得る。ＣＵに関連するシンタックスデータは、例えば、ＣＵを１つ
又は複数のＰＵに区分することを記述し得る。区分化モードは、ＣＵが、スキップモード
符号化又はダイレクトモード符号化されるか、イントラ予測モード符号化されるか、若し
くはインター予測モード符号化されるかによって異なり得る。ＰＵは、形状が非正方形に
なるように区分され得る。ＣＵに関連するシンタックスデータは、例えば、４分木に従っ
て、ＣＵを１つ又は複数のＴＵに区分することも記述し得る。ＴＵは、形状が方形又は非
方形（例えば、矩形）であり得る。
【００５６】
　[0073]ＨＥＶＣ規格は、ＣＵごとに異なり得るＴＵに従った変換を可能にする。ＴＵは
、一般に、区分されたＬＣＵについて定義された所与のＣＵ内のＰＵのサイズに基づいて
サイズ決定されるが、常にそうであるとは限らない。ＴＵは、通常、ＰＵと同じサイズで
あるか、又はＰＵよりも小さい。幾つかの例では、ＣＵに対応する残差サンプルは、「残
差４分木」（ＲＱＴ：residual quad tree）として知られる４分木構造を使用して、より
小さい単位に再分割され得る。ＲＱＴのリーフノードは変換単位（ＴＵ）と呼ばれること
がある。ＴＵに関連する画素差分値は、変換されて変換係数が生成され得、その変換係数
は量子化され得る。
【００５７】
　[0074]リーフＣＵは、１つ又は複数の予測単位（ＰＵ）を含み得る。概して、ＰＵは、
対応するＣＵの全部又は一部分に対応する空間エリアを表し、そのＰＵの参照サンプルを
取り出すためのデータを含み得る。その上、ＰＵは、予測に関係するデータを含む。例え
ば、ＰＵがイントラモード符号化されるとき、ＰＵについてのデータは、ＰＵに対応する
ＴＵについてのイントラ予測モードを記述するデータを含み得る残差４分木（ＲＱＴ）中
に含まれ得る。別の例として、ＰＵがインターモード符号化されるとき、ＰＵは、ＰＵの
ための１つ又は複数の動きベクトルを定義するデータを含み得る。ＰＵのための動きベク
トルを定義するデータは、例えば、動きベクトルの水平成分、動きベクトルの垂直成分、
動きベクトルについての分解能（例えば、１／４画素精度又は１／８画素精度）、動きベ
クトルが指す参照ピクチャ、及び／又は動きベクトル用の参照ピクチャリスト（例えば、
リスト０、リスト１、もしくはリストＣ）を記述することができる。
【００５８】
　[0075]１つ又は複数のＰＵを有するリーフＣＵはまた、１つ又は複数の変換単位（ＴＵ
）を含み得る。変換単位は、上記で説明したように、（ＴＵ４分木構造とも呼ばれる）Ｒ
ＱＴを使用して指定され得る。例えば、分割フラグは、リーフＣＵが４つの変換単位に分
割されるかどうかを示し得る。次いで、各変換単位は更に、更なるサブＴＵに分割され得
る。ＴＵが更に分割されないとき、そのＴＵはリーフＴＵと呼ばれることがある。一般に
、イントラコード化の場合、リーフＣＵに属する全てのリーフＴＵは同じイントラ予測モ
ードを共有する。即ち、概して、リーフＣＵの全てのＴＵの予測値を計算するために同じ
イントラ予測モードが適用される。イントラコード化の場合、ビデオエンコーダは、イン
トラ予測モードを使用して各リーフＴＵの残差値を、ＴＵに対応するＣＵの一部と元のブ
ロックとの間の差分として計算し得る。ＴＵは、必ずしもＰＵのサイズに制限されるとは
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限らない。従って、ＴＵはＰＵよりも大きく又は小さくなり得る。イントラコード化の場
合、ＰＵは、同じＣＵの対応するリーフＴＵと配列され得る。幾つかの例では、リーフＴ
Ｕの最大サイズは、対応するリーフＣＵのサイズに該当する場合がある。
【００５９】
　[0076]その上、リーフＣＵのＴＵはまた、残差４分木（ＲＱＴ）と呼ばれる、それぞれ
の４分木データ構造に関連付けられ得る。即ち、リーフＣＵは、リーフＣＵがどのように
ＴＵに区分されるかを示す４分木を含み得る。ＴＵ４分木のルートノードは一般にリーフ
ＣＵに対応し、ＣＵ４分木のルートノードは一般にツリーブロック（又はＬＣＵ）に対応
する。分割されないＲＱＴのＴＵはリーフＴＵと呼ばれる。概して、本開示では、特に明
記しない限り、リーフＣＵ及びリーフＴＵに言及するためにそれぞれＣＵ及びＴＵという
用語を使用する。
【００６０】
　[0077]ビデオシーケンスは、通常、一連のビデオフレーム又はピクチャを含む。ピクチ
ャグループ（ＧＯＰ）は、一般に、ビデオピクチャのうちの一連の１つ又は複数を備える
。ＧＯＰは、ＧＯＰ中に含まれる幾つかのピクチャを記述するシンタックスデータを、Ｇ
ＯＰのヘッダ中、ピクチャのうちの１つ又は複数のヘッダ中、又は他の場所に含み得る。
ピクチャの各スライスは、それぞれのスライスのための符号化モードを記述するスライス
シンタックスデータを含み得る。ビデオエンコーダ２０は、通常、ビデオデータを符号化
するために、個々のビデオスライス内のビデオブロックに対して動作する。ビデオブロッ
クはＣＵ内のコード化ノードに対応し得る。ビデオブロックは、固定サイズ又は可変サイ
ズを有し得、指定のコード化規格に応じてサイズが異なり得る。
【００６１】
　[0078]一例として、ＨＭは、様々なＰＵサイズでの予測をサポートする。特定のＣＵの
サイズが２Ｎ×２Ｎであると仮定すると、ＨＭは、２Ｎ×２Ｎ又はＮ×ＮのＰＵサイズで
のイントラ予測をサポートし、２Ｎ×２Ｎ、２Ｎ×Ｎ、Ｎ×２Ｎ、又はＮ×Ｎの対称的な
ＰＵサイズでのインター予測をサポートする。ＨＭはまた、２Ｎ×ｎＵ、２Ｎ×ｎＤ、ｎ
Ｌ×２Ｎ、及びｎＲ×２ＮのＰＵサイズでのインター予測のための非対称区分をサポート
する。非対称区分では、ＣＵの一方向は区分されないが、他の方向は２５％と７５％とに
区分される。２５％の区分に対応するＣＵの部分は、「ｎ」とその後ろに付く「Ｕｐ」、
「Ｄｏｗｎ」、「Ｌｅｆｔ」、又は「Ｒｉｇｈｔ」という表示とによって示される。従っ
て、例えば、「２Ｎ×ｎＵ」は、上部の２Ｎ×０．５ＮのＰＵ及び下部の２Ｎ×１．５Ｎ
のＰＵで水平方向に区分された２Ｎ×２ＮのＣＵを指す。
【００６２】
　[0079]本開示では、例えば１６×１６画素又は１６かける１６画素など、「Ｎ×Ｎ」及
び「ＮかけるＮ（Ｎ　ｂｙ　Ｎ）」は、垂直及び水平の寸法に関して、ビデオブロックの
画素範囲を示すために区別なく使用され得る。一般的に、１６×１６ブロックは、垂直方
向に１６個の画素を有し（ｙ＝１６）、水平方向に１６個の画素を有する（ｘ＝１６）。
同様に、Ｎ×Ｎブロックは、一般に、垂直方向にＮ画素を有し、水平方向にＮ画素を有し
、Ｎは非負整数値を表す。ブロック内の画素は行と列に構成され得る。その上、ブロック
は、必ずしも、水平方向において垂直方向と同じ数の画素を有する必要はない。例えば、
ブロックはＮ×Ｍ画素を備えてよく、この場合に、Ｍは必ずしもＮに等しいとは限らない
。
【００６３】
　[0080]ＣＵのＰＵを使用したイントラ予測コード化又はインター予測コード化の後に、
ビデオエンコーダ２０は、ＣＵのＴＵのための残差データを計算し得る。ＰＵは、（画素
領域とも呼ばれる）空間領域において予測画素データを生成する方法又はモードを記述す
るシンタックスデータを備え得、ＴＵは、変換、例えば、残差ビデオデータへの離散コサ
イン変換（ＤＣＴ）、整数変換、ウェーブレット変換、又は概念的に同様の変換の適用後
に、変換領域において係数を備え得る。残差データは、符号化されていないピクチャの画
素と、ＰＵに対応する予測値との間の画素差分に対応し得る。ビデオエンコーダ２０は、
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ＣＵのための残差データを含むＴＵを形成し、次いで、ＣＵ用の変換係数を生成するため
に、ＴＵを変換することができる。
【００６４】
　[0081]変換係数を生成するための任意の変換の後に、ビデオエンコーダ２０は、変換係
数の量子化を実施し得る。量子化は、概して、係数を表すために使用されるデータの量を
できるだけ低減するために変換係数が量子化され、更なる圧縮を行うプロセスを指す。量
子化プロセスは、係数の一部又は全部に関連するビット深度を低減し得る。例えば、量子
化中にｎビット値がｍビット値に切り捨てられてよく、但し、ｎはｍよりも大きい。
【００６５】
　[0082]量子化の後、ビデオエンコーダは、変換係数を走査して、量子化変換係数を含む
２次元行列から１次元ベクトルを生成し得る。走査は、より高いエネルギー（従ってより
低い周波数）の係数をアレイの前方に配置し、より低いエネルギー（従ってより高い周波
数）の係数をアレイの後方に配置するように設計され得る。幾つかの例では、ビデオエン
コーダ２０は、予め定義された走査順序を利用して、量子化された変換係数を走査し、エ
ントロピー符号化され得る直列化されたベクトルを生成し得る。他の例では、ビデオエン
コーダ２０は適応走査を実施し得る。量子化された変換係数を走査して１次元ベクトルを
形成した後に、ビデオエンコーダ２０は、例えば、コンテキスト適応可変長コード化（Ｃ
ＡＶＬＣ）、コンテキスト適応バイナリ算術コード化（ＣＡＢＡＣ）、シンタックスベー
スコンテキスト適応バイナリ算術コード化（ＳＢＡＣ）、確率間隔区分エントロピー（Ｐ
ＩＰＥ）コード化、又は別のエントロピー符号化方法に従って、１次元ベクトルをエント
ロピー符号化し得る。ビデオエンコーダ２０はまた、ビデオデータを復号する際にビデオ
デコーダ３０が使用するための符号化ビデオデータに関連するシンタックス要素をエント
ロピー符号化し得る。
【００６６】
　[0083]ＣＡＢＡＣを実行するために、ビデオエンコーダ２０は、送信されるべきシンボ
ルに、コンテキストモデル内のコンテキストを割り当て得る。コンテキストは、例えば、
シンボルの隣接値が０ではないかどうかに関係し得る。ＣＡＶＬＣを実行するために、ビ
デオエンコーダ２０は、送信されるべきシンボルの可変長コードを選択し得る。ＶＬＣに
おけるコードワードは、比較的短いコードが優勢シンボルに対応し、より長いコードが劣
勢シンボルに対応するように構成され得る。このようにして、ＶＬＣの使用は、例えば、
送信されるべき各シンボルのために等長コードワードを使用するよりも、ビット節約を達
成し得る。確率決定は、シンボルに割り当てられたコンテキストに基づくことができる。
【００６７】
　[0084]本開示の技法によれば、ビデオエンコーダ２０及び／又はビデオデコーダ３０は
、上述のカテゴリーのいずれか又は両方からの技法を実装するように構成され得る。即ち
、ビデオエンコーダ２０及び／又はビデオデコーダ３０は、（レイヤ間予測を制限するこ
とに関連する）第１のカテゴリーから、及び（信号伝達に関連する）第２のカテゴリーか
らの技法を実行するように構成され得る。
【００６８】
　[0085]第１のカテゴリーからの技法の幾つかの例が、次に説明される。これらの技法は
、単独で、又は互いの組合せ及び／又は第２のカテゴリーからの技法との任意の組合せで
、使用され得る。
【００６９】
　[0086]第１のカテゴリーの技法の第１の例では、参照レイヤ及び拡張レイヤのタイル境
界が、整列され得る。一般性を喪失することなく、（以下で説明される）図９は、４つの
タイルが、参照レイヤ及び拡張レイヤに対して使用されることを示す。この場合、ビデオ
エンコーダ２０及び／又はビデオデコーダ３０は、４つのプロセッサコアを用いてコード
化を実行し得、プロセッサコアの各々は、タイルのうちのそれぞれの１つに専用される。
４つのタイルの並列処理を保証するために、レイヤ間フィルタリングのアップサンプリン
グは、参照レイヤ内のタイル境界を横切ることを許容されない。拡張タイルに対して、参
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されないタイルに属する場合は利用不可能であると見なされる。例えば、図９において、
タイルＥ０に対するアップサンプリング又はレイヤ間フィルタリングを行うとき、タイル
Ｂ１内のサンプルは、利用不可能であると見なされる。従って、アップサンプリング又は
レイヤ間フィルタリングのために、参照レイヤのタイル境界に沿ったパディング（paddin
g）が必要となることがある。パディングは、例えば、タイル境界に沿ったブロックのこ
れらの画素値又は拡張値（extending value）にデフォルト値を加算することによって、
タイル境界の他の画素に対して値を入力することを指す。
【００７０】
　[0087]言い換えれば、レイヤ間予測は、一般的に、より高い解像度の予測タイルを生成
するためにアップサンプリングされた画素に対する値を生成するためにベースレイヤタイ
ルの画素を利用する、ある程度のアップサンプリングを必要とすることがある。第１のカ
テゴリーのこの第１の例によれば、拡張レイヤのブロックがベースレイヤ内のタイル境界
におけるブロックに対応するとき、及びアップサンプリングがタイル境界を横切る画素を
利用するとき、ビデオエンコーダ２０及び／又はビデオデコーダ３０は、タイル境界を横
切る画素を利用不可能として取り扱うのではなく、これらの画素に値をパッドする（pad
）。
【００７１】
　[0088]同様に、参照レイヤ及び拡張レイヤのタイル境界が整列されているとき、デブロ
ッキングとサンプルアダプティブオフセット（ＳＡＯ）とを含むループフィルタは、並列
符号化／復号を可能にするために参照レイヤ内のタイル境界を横切ることを許容されず、
これは、参照レイヤのｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌ
ｅｄ＿ｆｌａｇをゼロになるように制限することによって遂行され得る。
【００７２】
　[0089]同様に、この第１の例では、レイヤ間シンタックス予測は、参照レイヤ内のタイ
ル境界を横切ることを許容されない。一例として、ｉｎｔｒａＢＬベースのＳＨＶＣ解決
策では、参照レイヤの同一位置配置マージ又はＡＭＶＰ動き候補は、同一位置配置ブロッ
クが整列されないタイル内に位置するときに利用不可能としてマークされ得る。更に別の
例として、参照インデックス（高レベルシンタックスのみ）ベースのＳＨＶＣ解決策では
、（例えば、所定の数の画素、ＣＵ、ＰＵなどの中の）タイル境界付近の領域の動き情報
は、動きフィールドアップサンプリング／マッピングの間にリセット又はクリップされ得
る。
【００７３】
　[0090]第１のカテゴリー内の第２の例示的な技法として、エンコーダ制約が適用され、
それによって、拡張タイル内のＣＵ／ＰＵは、同じアクセス単位内の参照ピクチャ内のタ
イルを横切るレイヤ間フィルタリング又は参照レイヤフィルタリングを有し得る同一位置
配置ＣＵ／ＰＵからレイヤ間テクスチャ予測又はレイヤ間シンタックス予測されない。こ
れを示すために、以下の表１に示すように、ビデオユーザビリティ情報（ＶＵＩ）フラグ
が使用され得、ここで、イタリック体のテキストは、ＨＥＶＣのシンタックスへの追加を
表す。
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【表１】

【００７４】
　[0091]従って、表１は、追加のシンタックス要素ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒｐｒｅｄ＿ｎ
ｏｔ＿ａｌｏｎｇ＿ｔｉｌｅ＿ｂｏｕｎｄａｒｙ＿ｆｌａｇを含む。このシンタックス要
素に対するセマンティクスは、次のように定義され得る：１に等しいｉｎｔｅｒ＿ｌａｙ
ｅｒｐｒｅｄ＿ｎｏｔ＿ａｌｏｎｇ＿ｔｉｌｅ＿ｂｏｕｎｄａｒｙ＿ｆｌａｇは、異なる
レイヤのタイル境界が整列され、同一位置配置参照レイヤのＣＵ又はＰＵがタイルを横切
るレイヤ間フィルタリング又は参照レイヤフィルタリングを有し得るときにレイヤ間テク
スチャ予測は、拡張レイヤのＣＵ又はＰＵに対するタイル境界に沿って／を横切って許容
されないことを示す。レイヤ間フィルタリングはまた、レイヤ間ＳＡＯ、レイヤ間アップ
サンプリング、レイヤ間ループフィルタなどを含み得る。参照レイヤフィルタリングは、
参照レイヤＳＡＯ、参照レイヤループフィルタなどを含み得る。タイル境界の整列は、同
じ拡張レイヤタイル内にある任意の２つの拡張レイヤピクチャサンプルに対して、同一位
置配置参照レイヤサンプルもまた、利用可能な場合、同じ参照レイヤタイル内にあり、同
じ参照レイヤタイル内に存在する任意の２つの参照レイヤピクチャサンプルに対して、同
一位置配置拡張レイヤサンプルもまた、利用可能な場合、同じ拡張レイヤタイル内にある
ことを意味する。０に等しいシンタックス要素ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒｐｒｅｄ＿ｎｏｔ
＿ａｌｏｎｇ＿ｔｉｌｅ＿ｂｏｕｎｄａｒｙ＿ｆｌａｇは、レイヤ間のタイル構成に対す
る制約は存在しないことを示す。ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒｐｒｅｄ＿ｎｏｔ＿ａｌｏｎｇ
＿ｔｉｌｅ＿ｂｏｕｎｄａｒｙ＿ｆｌａｇがビットストリーム内に存在しないとき、それ
は０に等しくなると推測され得る。
【００７５】
　[0092]代替として、このシンタックス要素に対するセマンティクスは、次のように定義
され得る：１に等しいｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒｐｒｅｄ＿ｎｏｔ＿ａｌｏｎｇ＿ｔｉｌｅ
＿ｂｏｕｎｄａｒｙ＿ｆｌａｇは、異なるレイヤのタイル境界が整列され、レイヤ間テク
スチャ予測及びレイヤ間シンタックス予測は、任意の拡張レイヤタイルが任意の整列され
ないベースレイヤタイルを復号することなく復号され得ないように、タイル境界に沿って



(19) JP 6279622 B2 2018.2.14

10

20

30

40

50

／を横切って許容されないことを示す。タイル境界の整列は、同じ拡張レイヤタイル内に
ある任意の２つの拡張レイヤピクチャサンプルに対して、同一位置配置参照レイヤサンプ
ルもまた、利用可能な場合、同じ参照レイヤタイル内にあり、同じ参照レイヤタイル内に
ある任意の２つの参照レイヤピクチャサンプルに対して、同一位置配置拡張レイヤサンプ
ルもまた、利用可能な場合、同じ拡張レイヤタイル内にあることを意味する。０に等しい
シンタックス要素ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒｐｒｅｄ＿ｎｏｔ＿ａｌｏｎｇ＿ｔｉｌｅ＿ｂ
ｏｕｎｄａｒｙ＿ｆｌａｇは、レイヤ間のタイル構成に対する制約は存在しないことを示
す。ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒｐｒｅｄ＿ｎｏｔ＿ａｌｏｎｇ＿ｔｉｌｅ＿ｂｏｕｎｄａｒ
ｙ＿ｆｌａｇがビットストリーム内に存在しないとき、それは０に等しくなると推測され
得る。
【００７６】
　[0093]代替として、フラグは、同様のセマンティクスを有するＳＥＩメッセージを含む
コード化されたビデオシーケンスに適用されるＳＥＩメッセージ内で通知され得る。
【００７７】
　[0094]言い換えれば、ビデオエンコーダ２０又はビデオデコーダ３０が、アクセス単位
の拡張レイヤタイル内の拡張レイヤブロックをコード化（例えば、符号化又は復号）して
いるとき、及びアクセス単位の参照ピクチャ内のタイルを横切るレイヤ間フィルタリング
又は参照レイヤフィルタリングが可能にされるとき、ビデオエンコーダ２０又はビデオデ
コーダ３０は、参照ピクチャの同一位置配置ベースレイヤブロックからのレイヤ間テクス
チャ予測又はレイヤ間シンタックス予測を使用する拡張レイヤブロックのコード化を防止
する（例えば、無効にする）ことができる。
【００７８】
　[0095]第１のカテゴリー内の第３の例示的な技法として、拡張された空間スケーラビリ
ティにおいて、参照レイヤ及び拡張レイヤは、参照レイヤに対する４：３及び拡張レイヤ
に対する１６：９など、異なるピクチャアスペクト比を有し得る。即ち、ベースレイヤは
、４：３アスペクト比のビデオを作成するために十分なビデオデータを含み得る一方で、
拡張レイヤは、１６：９アスペクト比のビデオを作成するために十分なビデオデータを含
み得る。この場合、参照レイヤ内に対応部分をもたない、大きい拡張レイヤ領域が存在し
得、それによってレイヤ間予測は、そのような領域（即ち、ベースレイヤの４：３アスペ
クト比の領域の外側にある拡張レイヤピクチャ内の領域）に対して行われ得ない。そのよ
うな（ベースレイヤの４：３アスペクト比の領域の外側にある拡張レイヤピクチャ内の）
領域及びレイヤ間予測され得る領域が、異なるタイル内でコード化されるとき、より良い
レイヤ間の並列処理が得られ得る。
【００７９】
　[0096]ビットストリーム内で上記を示すために、表２に関して説明される以下のシンタ
ックス及びセマンティクスを有する、の例の中でタイルレイヤ間予測情報ＳＥＩメッセー
ジと名付けられた新しいＳＥＩメッセージが、コード化され得る。
【表２】

【００８０】
　[0097]この例では、ｓｅｉ＿ｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄは、タイルレ
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イヤ間予測情報ＳＥＩメッセージと関連付けられたピクチャによって参照されるＰＰＳに
対するｐｐｓ＿ｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔの値を規定する。ｓｅｉ＿ｐｉｃ＿
ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄの値は、両端値を含む０～６３の範囲内になる。
【００８１】
　[0098]代替として、ｓｅｉ＿ｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿ｓｅｔ＿ｉｄは、ｕｅ（ｖ
）としてコード化されるのではなく、例えばｕ（６）として固定長さにコード化されるこ
とがある。
【００８２】
　[0099]この例では、１に等しいｎｏｎ＿ｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｆｌａｇ［
ｉ］［ｊ］は、テクスチャ又はシンタックスのレイヤ間予測が、ｉ番目のタイル列及びｊ
番目のタイル行の中のタイルに対して使用されないことを示し、０に等しいｎｏｎ＿ｉｎ
ｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｆｌａｇ［ｉ］［ｊ］は、テクスチャ又はシンタックスの
レイヤ間予測が、ｉ番目のタイル列及びｊ番目のタイル行の中のタイルに対して使用され
得ることを示す。
【００８３】
　[0100]第１のカテゴリー内の第４の例示的な技法として、仁川、韓国における第１３回
ＪＣＴＶＣ会議において、タイル境界整合フラグが、ＨＥＶＣ拡張に対するＪＣＴＶＣ－
Ｍ０４６４のように採用された。より具体的には、以下の技法は、拡張された空間スケー
ラビリティ及びアスペクト比スケーラビリティユースケースシナリオに対するタイル境界
整合に関する。
【００８４】
　[0101]この例では、タイル境界整合フラグのセマンティクスは次のように修正され、こ
こで、「除去された」で先行される括弧付きのテキストは、以前の定義からの削除を示す
：１に等しいｔｉｌｅ＿ｂｏｕｎｄａｒｉｅｓ＿ａｌｉｇｎｅｄ＿ｆｌａｇは、［削除：
「対応するベースレイヤピクチャの全てのタイル境界は所与の拡張レイヤ内に対応するタ
イル境界を有し、拡張レイヤ内に追加のタイル境界は存在しない。それは、（以下を）意
味する」］同じ拡張レイヤタイル内にある任意の２つの拡張レイヤピクチャサンプルに対
して、同一位置配置参照レイヤサンプルもまた、利用可能な場合、同じ参照レイヤタイル
内にあり、同じ参照レイヤタイル内にある任意の２つの参照レイヤピクチャサンプルに対
して、同一位置配置拡張レイヤサンプルもまた、利用可能な場合、同じ拡張レイヤタイル
内にあることを示す。０に等しいｔｉｌｅ＿ｂｏｕｎｄａｒｉｅｓ＿ａｌｉｇｎｅｄ＿ｆ
ｌａｇは、対応する拡張レイヤと所与の参照レイヤとの間にタイル構成に対する制約は存
在しないことを示す。
【００８５】
　[0102]同じく、拡張された空間スケーラビリティの場合に対して、参照レイヤと比較し
て拡張レイヤ内に追加のタイル境界が存在し得、同じく、代替として、拡張レイヤと比較
して参照レイヤ内に追加のタイル境界が存在し得ることが留意され得る。
【００８６】
　[0103]第１のカテゴリー内の第５の例示的な技法として、代替として、タイル境界整合
フラグは、拡張されたスケーラビリティ又はアスペクト比スケーラビリティユースケース
に対して、標準的にゼロに制約され得る。この例では、以下の制約が、ｔｉｌｅ＿ｂｏｕ
ｎｄａｒｉｅｓ＿ａｌｉｇｎｅｄ＿ｆｌａｇに追加される：ｅｘｔｅｎｄｅｄ＿ｓｐａｔ
ｉａｌ＿ｓｃａｌａｂｉｌｉｔｙ＿ｉｄｃがゼロより大きいとき、ｔｉｌｅ＿ｂｏｕｎｄ
ａｒｉｅｓ＿ａｌｉｇｎｅｄ＿ｆｌａｇは、ゼロに等しい。代替として、リサンプリング
プロセスに対する幾何学的パラメータのうちの少なくとも１つが非ゼロの値を有するとき
、ｔｉｌｅ＿ｂｏｕｎｄａｒｉｅｓ＿ａｌｉｇｎｅｄ＿ｆｌａｇは、ゼロに等しい。幾何
学的パラメータは、ｓｃａｌｅｄ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒ＿ｌｅｆｔ＿ｏｆｆｓｅｔ、ｓｃ
ａｌｅｄ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒ＿ｔｏｐ＿ｏｆｆｓｅｔ、ｓｃａｌｅｄ＿ｒｅｆ＿ｌａｙ
ｅｒ＿ｒｉｇｈｔ＿ｏｆｆｓｅｔ、ｓｃａｌｅｄ＿ｒｅｆ＿ｌａｙｅｒ＿ｂｏｔｔｏｍ＿
ｏｆｆｓｅｔを含む。
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【００８７】
　[0104]技法の第２のカテゴリーは、並列処理に対する信号伝達に関する。ＳＨＶＣは、
マルチループスケーラブル復号フレームワークを利用し、ここで、現在レイヤピクチャが
（任意のタイプのレイヤ間予測を介して）依存する全ての参照レイヤピクチャは、現在レ
イヤピクチャを復号することを開始するために復号されなければならない。しかしながら
、デコーダは、異なるレイヤを並列に処理し得る。参照レイヤピクチャの部分的領域の復
号が完了するとすぐに、拡張レイヤに対するデコーダスレッドが復号を開始することがで
きれば、有利であり得る。参照レイヤピクチャのこの部分的復号は、１つ又は複数のタイ
ルに対応し得る。
【００８８】
　[0105]より小さいタイルは並列処理を増加させ得るが、同時にコード化効率を低下させ
、その逆も同様であることも留意され得る。従って、空間スケーラビリティの場合に対し
て、拡張レイヤピクチャ及び参照レイヤピクチャは、異なるタイル構造を使用することが
ある。この場合、例えば、全体的なコーデック遅延の更なる低減を可能にするために、拡
張レイヤタイルを復号することを開始する前に復号される必要がある参照レイヤピクチャ
内のタイルの最大数を定義する情報をデコーダが有することが望ましい。
【００８９】
　[0106]第２のカテゴリーの第１の例示的な技法では、例えば、ｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌ
ｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］と名付けられた、拡張レイヤ内の各タイルと関
連付けられた新しいシンタックス要素を使用するそのような値を、ビデオエンコーダ２０
が通知し、ビデオデコーダ３０が受信することができる。このシンタックス要素に対する
セマンティクスは、下記の通りであり得る：ｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ
＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］プラス１は、現在のタイルが復号され得る前に復号される必要のあ
る現在レイヤピクチャの参照レイヤピクチャ内の対応するタイルの最大数を示す。
【００９０】
　[0107]ビデオデコーダ３０は、参照レイヤピクチャのタイル走査順序に基づいて、対応
するタイルを連続的なタイルとして導出し得る。シンタックス要素は、ビデオパラメータ
セット（ＶＰＳ）、シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）、ピクチャパラメータセット
（ＰＰＳ）、スライスヘッダ、ビデオユーザビリティ情報（ＶＵＩ）において通知され得
、又は好ましくは、ｔｉｌｅ＿ｅｎａｂｌｅ＿ｆｌａｇに基づいて調整され、０に等しい
ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄを有するレイヤピクチャに対して通知されない、補助強化情報
（ＳＥＩ）メッセージ又は他のシンタックス構造として通知され得る。
【００９１】
　[0108]第２のカテゴリーの第２の例示的な技法（第２のカテゴリーの第１の例示的な技
法を展開する）では、拡張レイヤ内の各タイルと関連付けられ、現在の拡張レイヤピクチ
ャが依存する各参照レイヤピクチャに対する、例えばｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ
＿ｉｄｃ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］［ｊ］と名付けられた、新しいシンタックス要素を使用す
る値を、ビデオエンコーダ２０が通知し、ビデオデコーダ３０が受信することができる。
このシンタックス要素に対するセマンティクスは、次の通りであり得る：ｍａｘ＿ｒｅｆ
＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］［ｊ］プラス１は、ｉ番目の現在のタ
イルが復号され得る前に復号される必要のある現在レイヤピクチャのｊ番目の参照レイヤ
ピクチャ内の対応するタイルの最大数を示す。
【００９２】
　[0109]ビデオデコーダ３０は、参照レイヤピクチャのタイル走査順序に基づいて、対応
するタイルを連続的なタイルとして導出し得る。シンタックス要素は、ＶＰＳ、ＳＰＳ、
ＰＰＳ、スライスヘッダ、ＶＵＩ又はＳＥＩメッセージ、又は好ましくは、ｔｉｌｅ＿ｅ
ｎａｂｌｅ＿ｆｌａｇに基づいて調整され、０に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄを有す
るレイヤピクチャに対して通知されない他のシンタックス構造において通知され得る。
【００９３】
　[0110]第２のカテゴリーの第３の例示的な技法（第２のカテゴリー内の第１の例示的な
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の中、例えば、ＶＰＳ、ＳＰＳ、ＰＰＳ、スライスヘッダ、ＶＵＩ、又はＳＥＩメッセー
ジ、若しくは他のシンタックス構造の中の、対応するタイルのタイルＩＤを明示的に通知
することによって示され得る。
【００９４】
　[0111]第２のカテゴリーの第４の例示的な技法（第２のカテゴリー内の第１及び／又は
第２の例示的な技法を展開し得る）では、参照レイヤにおけるタイル走査プロセスは、随
意のタイル走査プロセスを可能にするために、拡張レイヤに対して通知され得る。
【００９５】
　[0112]第２のカテゴリーの第５の例示的な技法は、タイル境界を横切るレイヤ間フィル
タリングに関する。ＨＥＶＣドラフトにおいて定義されるフラグｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ
＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇと同様に、異なるレイヤからタ
イルを横切る改善された並列処理を可能にするために、例えば、ｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿
ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇと呼ばれるフラグ
を、以下のセマンティクスを用いて定義することが提案されている：１に等しいｉｎｔｅ
ｒｌａｙｅｒ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇは
、レイヤ間フィルタリング動作が参照レイヤのタイル境界を横切って実行されることを規
定する。０に等しいｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿
ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇは、レイヤ間フィルタリング動作がタイル境界を横切って実行
されないことを規定する。レイヤ間フィルタリング動作は、レイヤ間ＳＡＯ、レイヤ間Ａ
ＬＦ、及び／又はアップサンプリングを含み得る。フラグは、ＶＰＳ、ＳＰＳ、ＰＰＳ、
スライスヘッダ、又は他のシンタックス構造において通知され得る。
【００９６】
　[0113]第２のカテゴリーの第６の例示的な技法は、タイル境界を横切るレイヤ間予測に
関する。この第６の例示的な技法では、例えば、ｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ａｃ
ｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇと呼ばれるフラグを、以下のセマンテ
ィクスを用いて定義することが提案されている：１に等しいｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｆｉ
ｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇは、レイヤ間予測動作
が参照レイヤのタイル境界を横切って実行されることを規定する。０に等しいｉｎｔｅｒ
ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇは、レイ
ヤ間フィルタリング動作がタイル境界を横切って実行されないことを規定する。レイヤ間
予測は、テクスチャ、動き、シンタックス、又は残差の予測を含み得る。フラグは、ＶＰ
Ｓ、ＳＰＳ、ＰＰＳ、スライスヘッダ、又は他のシンタックス構造において通知され得る
。
【００９７】
　[0114]本開示はまた、タイルベースのアップサンプリングに関する技法を説明する。ビ
デオエンコーダ２０及び／又はビデオデコーダ３０は、本開示のタイルベースのアップサ
ンプリングの技法を実行するように構成され得る。実際には、アップサンプリングが、タ
イル境界に沿って及び／又はそこを横切って許容されないことは好ましくない。即ち、本
開示の技法によって、アップサンプリングが、タイル境界に沿って及び／又はそこを横切
って可能であることが好ましい。
【００９８】
　[0115]一例として、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、タイルベースの
アップサンプリングが（例えば、対応する拡張レイヤに対して）可能にされるかどうかを
示すシンタックス要素（例えば、１つ又は複数の拡張レイヤに対するＳＰＳ、ＰＰＳ、又
はＶＰＳ内のフラグ）をコード化し得る。例えば、以下の表３に示すシンタックスは、Ｓ
ＰＳ内で通知され得、ここで、イタリック体のシンタックス要素は、ＳＰＳに対する従来
のシンタックスに対する追加を表す：
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【表３】

【００９９】
　[0116]このシンタックス要素に対するセマンティクスは、次のように定義され得る：０
に等しいｒｅｓａｍｐｌｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌ
ｅｄ＿ｆｌａｇは、ピクチャベースのアップサンプリングが可能にされることを規定する
。１に等しいｒｅｓａｍｐｌｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａ
ｂｌｅｄ＿ｆｌａｇは、タイルベースのアップサンプリングが可能にされることを規定す
る。
【０１００】
　[0117]タイルベースのアップサンプリングが可能にされると、ビデオエンコーダ２０及
びビデオデコーダ３０は、アップサンプリングプロセスにおけるピクチャ境界のものと同
様の方法でタイル境界を取り扱うことができる。即ち、（現在ピクチャの内側又は外側に
あり得る）現在タイルの外側の画素サンプルがアップサンプリングに必要であるとき、ビ
デオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、現在タイルの内側のそれらの画素からパ
ッドする画素を有する画素に対する値を生成し得る。パディングプロセスは、現在ピクチ
ャの外側の画素に対して、例えばＨＥＶＣによって定義されるプロセスと同じであり得る
。
【０１０１】
　[0118]同様の原理が、レイヤ間フィルタリングにも適用され得る。レイヤ間フィルタリ
ング動作は、レイヤ間ＡＬＦ及び／又はＳＮＲに対する平滑化フィルタなどを含み得る。
以下の表４は、レイヤ間フィルタリング動作が可能にされるかどうかを示すシンタックス
データの一例を表し、ここで、イタリック体のテキストは、提案された規格の以前のバー
ジョンへの追加を表す。
【表４】

【０１０２】
　[0119]このシンタックス要素に対するセマンティクスは、次のように定義され得る：０
に等しいｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂ
ｌｅｄ＿ｆｌａｇは、ピクチャベースのレイヤ間フィルタリングが可能にされることを規
定する。１に等しいｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ
＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇは、タイルベースのレイヤ間フィルタリングが可能にされる
ことを規定する。存在しない（例えば、ＳＰＳにおいて）とき、ビデオデコーダ３０は、
ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿
ｆｌａｇの値が０に等しいと推測し得る。タイルベースのアップサンプリングプロセスと
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同様に、タイルベースのレイヤ間フィルタリングが可能にされるとき、ビデオエンコーダ
２０及びビデオデコーダ３０は、レイヤ間フィルタリングプロセスにおけるピクチャ境界
と同様の方法でタイル境界を取り扱うことができる。
【０１０３】
　[0120]本開示はまた、スライス境界及び／又はタイル境界周りのＳＡＯフィルタ及びデ
ブロッキングフィルタの前に再構成された画素を使用するアップサンプリングに対する技
法を説明する。ＰＰＳにおいて、１に等しいｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔ
ｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇは、ループ内フィルタリング動作が、ＰＰＳを参照
するピクチャ内のタイル境界を横切って実行され得ることを規定し得る。０に等しいｌｏ
ｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇは、ループ
内フィルタリング動作が、ＰＰＳを参照するピクチャ内のタイル境界を横切って実行され
ないことを規定し得る。ループ内フィルタリング動作は、デブロッキングフィルタ及びサ
ンプルアダプティブオフセットフィルタ動作を含み得る。ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃ
ｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇの値は、存在しない場合、１に等しい
と推測され得る。
【０１０４】
　[0121]幾つかの例では、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、タイルベー
スのアップサンプリングが、参照レイヤループフィルタリングプロセスが実行される前（
又はされた後）に再構成された画素を使用して実行されるかどうかを示すシンタックス要
素（例えば、各拡張レイヤに対するＳＰＳ又はＶＰＳ内のフラグ）をコード化し得る。表
５は、タイルベースのアップサンプリングが、参照レイヤループフィルタリングプロセス
の前に再構成された画素を使用して実行されるかどうかを示す、ＳＰＳ内で通知され得る
シンタックスデータの一例を表し、ここで、イタリック体のテキストは、提案された規格
の以前のバージョンに対する、本開示で提案される追加を表す。
【表５】

【０１０５】
　[0122]このシンタックス要素に対するセマンティクスは、次のように定義され得る：０
に等しいｒｅｓａｍｐｌｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ｂｅｆｏｒｅ＿ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ
＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇは、タイルベースのアップサン
プリングが参照レイヤループフィルタリングプロセスの前に再構成された画素を使用する
ことを規定する。１に等しいｒｅｓａｍｐｌｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉ
ｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇは、タイルベースのアップサンプリングが参照レイヤ
ループフィルタリングの後に再構成された画素を使用することを規定する。存在しないと
き、ビデオデコーダ３０は、ｒｅｓａｍｐｌｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉ
ｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇの値は１に等しいと推測し得る。同様の原理が、レイ
ヤ間フィルタリングに適用され得る。同じく、同様の原理が、タイル境界に加えて又はそ
の代替として、スライス境界に適用され得る。「サブピクチャ単位」という用語は、フル
ピクチャより小さく、複数のＣＴＵを含む、スライス、タイル、波面、ＣＴＵの行、又は
他のそのような単位を指すことがある。従って、上記の技法は、サブピクチャ単位ベース
のアップサンプリングが、参照レイヤループフィルタリングプロセスが実行される前に再
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構成された画素を使用して実行されるかどうかを示すデータをコード化するための技法と
して説明され得る。
【０１０６】
　[0123]本開示はまた、波面並列処理（ＷＰＰ）ベースのアップサンプリングに関する技
法を説明する。実際には、ＷＰＰを使用する低遅延のアプリケーションに対して、アップ
サンプリング（又はＳＮＲの場合に対する平滑フィルタリング）が垂直のＣＴＵ境界に沿
って／を横切って許容されないことは好ましくない。即ち、垂直のＣＴＵ境界に沿って／
を横切ってアップサンプリング（又は平滑フィルタリング）を可能にすることが望ましい
。一実装例として、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、レイヤ間フィルタ
リングを実行するときに、下及び右のＣＴＵからのデータを使用することを回避するため
に、パディングを使用するように構成され得る。この実装形態は、参照レイヤＣＴＵが、
拡張レイヤＣＴＵの前にコード化されることだけを必要とする。
【０１０７】
　[0124]本開示の技法によれば、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、ＷＰ
Ｐベースのレイヤ間フィルタリングが可能にされるかどうかを示すシンタックス要素（例
えば、各拡張レイヤに対するＳＰＳ又はＶＰＳ内のフラグ）をコード化するように構成さ
れ得る。例えば、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、以下の表６によるＳ
ＰＳ内のシンタックス要素をコード化し得、ここで、イタリック体のテキストは、本開示
で提案する追加を表す。
【表６】

【０１０８】
　[0125]このシンタックス要素に対するセマンティクスは、次のように定義され得る：０
に等しいｒｅｓａｍｐｌｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｗｐｐｓ＿ｅｎａｂｌｅ
ｄ＿ｆｌａｇは、ピクチャベースのアップサンプリングが可能にされることを規定する。
１に等しいｒｅｓａｍｐｌｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｗｐｐｓ＿ｅｎａｂｌ
ｅｄ＿ｆｌａｇは、ＣＴＵ行ベースのアップサンプリングが可能にされることを規定する
。存在しないとき、ビデオデコーダ３０は、ｒｅｓａｍｐｌｉｎｇ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃ
ｒｏｓｓ＿ｗｐｐｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇの値が０に等しいと推測する。
【０１０９】
　[0126]ＣＴＵ行ベースのアップサンプリングが可能にされると、ビデオエンコーダ２０
及びビデオデコーダ３０は、アップサンプリングプロセスにおけるピクチャ境界のものと
同様の方法でＣＴＵ行境界を取り扱うことができる。即ち、（現在ピクチャの内側又は外
側にあり得る）現在のＣＴＵ行の外側の画素サンプルがアップサンプリングに必要である
とき、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、現在のＣＴＵ行の内側のそれら
の画素からパッドする画素を有する画素に対する値を生成し得る。パディングプロセスは
、現在ピクチャの外側の画素に対して、例えばＨＥＶＣによって定義されるプロセスと同
じであり得る。
【０１１０】
　[0127]ビデオエンコーダ２０は更に、ブロックベースのシンタックスデータ、フレーム
ベースのシンタックスデータ、及びＧＯＰベースのシンタックスデータなどのシンタック
スデータを、例えば、フレームヘッダ、ブロックヘッダ、スライスヘッダ、又はＧＯＰヘ
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ッダ中でビデオデコーダ３０に送り得る。ＧＯＰシンタックスデータは、それぞれのＧＯ
Ｐ内のフレームの数を記述することができ、フレームシンタックスデータは、対応するフ
レームを符号化するために使用される符号化／予測モードを示すことができる。
【０１１１】
　[0128]ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０はそれぞれ、適用可能なとき、１
つ又は複数のマイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、ディスクリ
ート論理回路、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェアなど、様々な好適なエンコ
ーダ又はデコーダ回路のいずれか、若しくはそれらの任意の組合せとして実装され得る。
ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０の各々は１つ又は複数のエンコーダ又はデ
コーダ中に含まれ得、そのいずれも複合ビデオエンコーダ／デコーダ（コーデック）の一
部として統合され得る。ビデオエンコーダ２０及び／又はビデオデコーダ３０を含む機器
は、集積回路、マイクロプロセッサ、及び／又はセルラー電話などのワイヤレス通信機器
を備え得る。
【０１１２】
　[0129]図２は、ビデオデータを並列に処理するための技法を実装し得るビデオエンコー
ダ２０の一例を示すブロック図である。ビデオエンコーダ２０は、ビデオスライス内のビ
デオブロックのイントラコード化とインターコード化とを実施することができる。イント
ラコード化は、空間的予測を利用して、所与のビデオフレーム又はピクチャ内のビデオの
空間的冗長性を低減又は除去する。インターコード化は、時間的予測を利用して、ビデオ
シーケンスの隣接フレーム又はピクチャ内のビデオの時間的冗長性を低減又は除去する。
イントラモード（Ｉモード）は、幾つかの空間ベースのコード化モードのいずれかを指す
場合がある。単方向予測（Ｐモード）又は双方向予測（Ｂモード）などのインターモード
は、幾つかの時間ベースのコード化モードのいずれかを指す場合がある。
【０１１３】
　[0130]図２に示されたように、ビデオエンコーダ２０は、符号化されるべきビデオフレ
ーム内の現在ビデオブロックを受信する。図２の例では、ビデオエンコーダ２０は、モー
ド選択ユニット４０と、参照ピクチャメモリ６４と、加算器５０と、変換処理ユニット５
２と、量子化ユニット５４と、エントロピー符号化ユニット５６とを含む。モード選択ユ
ニット４０は、今度は、動き補償ユニット４４と、動き推定ユニット４２と、イントラ予
測単位４６と、区分化ユニット４８とを含む。ビデオブロック再構成のために、ビデオエ
ンコーダ２０はまた、逆量子化ユニット５８と、逆変換単位６０と、加算器６２とを含む
。ブロック境界をフィルタ処理して復元されたビデオからブロック歪み（blockiness art
ifacts）を除去するために、デブロッキングフィルタ（図２に示されず）が含まれる場合
もある。所望される場合、デブロッキングフィルタは、一般に、加算器６２の出力をフィ
ルタリングすることになる。追加のフィルタ（ループ内又はループ後）もデブロッキング
フィルタに加えて使用され得る。そのようなフィルタは簡潔のために示されていないが、
必要な場合、（ループ内フィルタとして）加算器５０の出力をフィルタ処理することがで
きる。
【０１１４】
　[0131]符号化プロセス中に、ビデオエンコーダ２０は、コード化されるべきビデオフレ
ーム又はスライスを受信する。フレーム又はスライスは、複数のビデオブロックに分割さ
れ得る。動き推定ユニット４２及び動き補償ユニット４４は、時間予測を行うために、１
つ又は複数の参照フレーム中の１つ又は複数のブロックに対して、受信されたビデオブロ
ックのインター予測コード化を実行する。イントラ予測単位４６は、代替として、空間予
測を実現するために、コード化されるべきブロックと同じフレーム又はスライス内の１つ
又は複数の隣接ブロックに対して、受信されたビデオブロックのイントラ予測コード化を
実行することができる。ビデオエンコーダ２０は、例えば、ビデオデータのブロックごと
に適切なコード化モードを選択するために、複数のコード化パスを実行することができる
。
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【０１１５】
　[0132]その上、区分化ユニット４８は、以前のコード化パスにおける以前の区分方式の
評価に基づいて、ビデオデータのブロックをサブブロックに区分することができる。例え
ば、区分化ユニット４８は、最初にフレーム又はスライスをＬＣＵに区分し、レート歪み
分析（例えば、レート歪み最適化）に基づいてＬＣＵの各々をサブＣＵに区分することが
できる。モード選択ユニット４０は、ＬＣＵをサブＣＵに区分することを示す４分木デー
タ構造を更に生成し得る。４分木のリーフノードＣＵは、１つ又は複数のＰＵと１つ又は
複数のＴＵとを含む場合がある。
【０１１６】
　[0133]モード選択ユニット４０は、例えば、誤差結果に基づいてコード化モード、即ち
、イントラ又はインターのうちの１つを選択し、残差ブロックデータを生成するために、
得られたイントラコード化ブロック又はインターコード化ブロックを加算器５０に与え、
参照フレームとして使用するための符号化ブロックを再構成するために、得られたイント
ラコード化ブロック又はインターコード化ブロックを加算器６２に与え得る。モード選択
ユニット４０はまた、動きベクトル、イントラモードインジケータ、区分情報（partitio
n information）、及び他のそのようなシンタックス情報などのシンタックス要素をエン
トロピー符号化ユニット５６に与える。
【０１１７】
　[0134]動き推定ユニット４２と動き補償ユニット４４とは、高度に統合され得るが、概
念的な目的のために別々に示してある。動き推定ユニット４２によって実施される動き推
定は、ビデオブロックの動きを推定する動きベクトルを生成するプロセスである。動きベ
クトルは、例えば、現在フレーム（又は他のコード化単位）内でコード化されている現在
ブロックに対する参照フレーム（又は他のコード化単位）内の予測ブロックに対する現在
ビデオフレーム又はピクチャ内のビデオブロックのＰＵの変位を示し得る。予測ブロック
は、絶対値差分和（ＳＡＤ：sum of absolute difference）、２乗差分和（ＳＳＤ：sum 
of square difference）、又は他の差分メトリックによって決定され得る画素差分に関し
て、コード化されるべきブロックにぴったり一致することがわかるブロックである。幾つ
かの例では、ビデオエンコーダ２０は、参照ピクチャメモリ６４に記憶された参照ピクチ
ャのサブ整数画素位置の値を計算し得る。例えば、ビデオエンコーダ２０は、参照ピクチ
ャの１／４画素位置、１／８画素位置、又は他の分数画素位置の値を補間し得る。従って
、動き推定ユニット４２は、フル画素位置と分数画素位置とに対する動き探索を実施し、
分数画素精度で動きベクトルを出力し得る。
【０１１８】
　[0135]動き推定ユニット４２は、ＰＵの位置を参照ピクチャの予測ブロックの位置と比
較することによって、インターコード化スライスにおけるビデオブロックのＰＵのための
動きベクトルを計算する。参照ピクチャは、第１の参照ピクチャリスト（リスト０）又は
第２の参照ピクチャリスト（リスト１）から選択されてよく、それらの参照ピクチャリス
トの各々は、参照ピクチャメモリ６４に記憶された１つ又は複数の参照ピクチャを識別す
る。動き推定ユニット４２は、計算された動きベクトルをエントロピー符号化ユニット５
６と動き補償ユニット４４とに送る。
【０１１９】
　[0136]動き補償ユニット４４によって実施される動き補償は、動き推定ユニット４２に
よって決定された動きベクトルに基づいて予測ブロックを取り込む（fetching）又は生成
することに関与し得る。この場合も、幾つかの例では、動き推定ユニット４２と動き補償
ユニット４４とは機能的に統合され得る。現在ビデオブロックのＰＵについての動きベク
トルを受信すると、動き補償ユニット４４は、動きベクトルが参照ピクチャリストのうち
の１つにおいて指す予測ブロックの位置を特定し得る。加算器５０は、以下で説明される
ように、コード化されている現在ビデオブロックの画素値から予測ブロックの画素値を減
算し、画素差分値を形成することによって、残差ビデオブロックを形成する。一般に、動
き推定ユニット４２はルーマ成分に対して動き推定を実行し、動き補償ユニット４４は、
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クロマ成分とルーマ成分の両方のためにルーマ成分に基づいて計算された動きベクトルを
使用する。モード選択ユニット４０はまた、ビデオスライスのビデオブロックを復号する
際にビデオデコーダ３０が使用するためのビデオブロックとビデオスライスとに関連する
シンタックス要素を生成し得る。
【０１２０】
　[0137]イントラ予測単位４６は、前述のように、動き推定ユニット４２と動き補償ユニ
ット４４とによって実行されるインター予測の代替として、現在のブロックをイントラ予
測し得る。特に、イントラ予測単位４６は、現在のブロックを符号化するために使用する
ようにイントラ予測モードを決定することができる。幾つかの例では、イントラ予測単位
４６は、例えば、別個の符号化パスにおいて、様々なイントラ予測モードを使用して現在
のブロックを符号化することができ、イントラ予測単位４６（又は、幾つかの例では、モ
ード選択ユニット４０）は、テストされたモードから使用するのに適切なイントラ予測モ
ードを選択することができる。
【０１２１】
　[0138]例えば、イントラ予測単位４６は、様々なテストされたイントラ予測モードのた
めのレート歪み分析を使用してレート歪み値を計算し、テストされたモードの中で最良の
レート歪み特性を有するイントラ予測モードを選択し得る。レート歪み分析は、概して、
符号化されたブロックと、符号化されたブロックを生成するために符号化された元の符号
化されていないブロックとの間の歪み（又は誤差）の量、及び符号化されたブロックを生
成するために使用されるビットレート（即ち、ビット数）を決定する。イントラ予測単位
４６は、どのイントラ予測モードがブロックについて最良のレート歪み値を呈するかを決
定するために、様々な符号化されたブロックの歪み及びレートから比率を計算し得る。
【０１２２】
　[0139]ブロックのためのイントラ予測モードを選択した後に、イントラ予測単位４６は
、ブロックのための選択されたイントラ予測モードを示す情報をエントロピー符号化ユニ
ット５６に与え得る。エントロピー符号化ユニット５６は、選択されたイントラ予測モー
ドを示す情報を符号化し得る。ビデオエンコーダ２０は、送信ビットストリーム中に、複
数のイントラ予測モードインデックステーブル及び複数の変更されたイントラ予測モード
インデックステーブル（コードワードマッピングテーブルとも呼ばれる）と、様々なブロ
ックの符号化コンテキストの定義と、コンテキストの各々について使用すべき、最確イン
トラ予測モード（most probable intra-prediction mode）、イントラ予測モードインデ
ックステーブル、及び変更されたイントラ予測モードインデックステーブルの指示とを含
み得る、構成データを含め得る。
【０１２３】
　[0140]ビデオエンコーダ２０は、コード化されている元のビデオブロックから、モード
選択ユニット４０からの予測データを減算することによって、残差ビデオブロックを形成
する。加算器５０は、この減算演算を実行する１つ又は複数の構成要素を表す。変換処理
ユニット５２は、離散コサイン変換（ＤＣＴ）又は概念的に同様の変換などの変換を残差
ブロックに適用し、残差変換係数値を含むビデオブロックを生成する。変換処理ユニット
５２は、ＤＣＴと概念的に同様である他の変換を実行することができる。ウェーブレット
変換、整数変換、サブバンド変換又は他のタイプの変換も使用され得る。いずれの場合も
、変換処理ユニット５２は、変換を残差ブロックに適用し、残差変換係数のブロックを生
成する。変換は、残差情報を画素値領域から周波数領域などの変換領域に変換し得る。変
換処理ユニット５２は、得られた変換係数を量子化ユニット５４に送ることができる。量
子化ユニット５４は、ビットレートを更に低減するために変換係数を量子化する。量子化
プロセスは、係数の一部又は全部に関連するビット深度を低減し得る。量子化の程度は、
量子化パラメータを調整することによって修正され得る。幾つかの例では、量子化ユニッ
ト５４は、次いで、量子化変換係数を含む行列の走査を実行することができる。代替的に
、エントロピー符号化ユニット５６が走査を実行してよい。
【０１２４】
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　[0141]量子化の後、エントロピー符号化ユニット５６は、量子化された変換係数をエン
トロピーコード化する。例えば、エントロピー符号化ユニット５６は、コンテキスト適応
型可変長コード化（ＣＡＶＬＣ）、コンテキスト適応型バイナリ算術コード化（ＣＡＢＡ
Ｃ）、シンタックスベースコンテキスト適応型バイナリ算術コード化（ＳＢＡＣ）、確率
間隔区分エントロピー（ＰＩＰＥ）コード化又は別のエントロピーコード化技法を実行し
得る。コンテキストベースエントロピーコード化の場合、コンテキストは隣接ブロックに
基づき得る。エントロピー符号化ユニット５６によるエントロピーコード化の後に、符号
化されたビットストリームは、別の機器（例えば、ビデオデコーダ３０）に送信されるか
、又は後で送信するか又は取り出すためにアーカイブされ得る。
【０１２５】
　[0142]逆量子化ユニット５８及び逆変換単位６０は、それぞれ逆量子化及び逆変換を適
用して、例えば、参照ブロックとして後で使用するために、画素領域中で残差ブロックを
再構築する。動き補償ユニット４４は、残差ブロックを参照ピクチャメモリ６４のフレー
ムのうちの１つの予測ブロックに加算することによって参照ブロックを計算し得る。参照
ピクチャメモリ６４は、復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）を実装し得るか又は含み得る。
動き補償ユニット４４はまた、動き推定において使用するためのサブ整数画素値を計算す
るために、再構成された残差ブロックに１つ又は複数の補間フィルタを適用し得る。加算
器６２は、再構築された残差ブロックを、動き補償ユニット４４によって生成された動き
補償予測ブロックに加算して、参照ピクチャメモリ６４に記憶するための再構築されたビ
デオブロックを生成する。再構築されたビデオブロックは、後続のビデオフレーム中のブ
ロックをインターコード化するために動き推定ユニット４２及び動き補償ユニット４４に
よって参照ブロックとして使用され得る。
【０１２６】
　[0143]ビデオエンコーダ２０は、本開示の技法のいずれかを、単独で又は任意の組合せ
で実行するように構成され得るビデオエンコーダの一例を表す。例えば、ビデオエンコー
ダ２０は、参照レイヤピクチャが、タイル境界を横切るフィルタリングを可能にされてい
るかどうかを決定するように構成され得、そうである場合、参照レイヤピクチャからの拡
張レイヤピクチャに対するレイヤ間予測を無効にする。追加又は代替として、ビデオエン
コーダ２０は、参照レイヤピクチャを符号化し、実質的に並列により大きいアスペクト比
を有する拡張レイヤピクチャを符号化するように構成され得、ここで、ビデオエンコーダ
２０は、レイヤ間予測を使用して拡張レイヤピクチャの重複部を符号化し、レイヤ間予測
を使用せずに拡張レイヤピクチャの非重複部を符号化することができる。追加又は代替と
して、ビデオエンコーダ２０は、拡張レイヤに対するタイル境界が参照レイヤピクチャの
タイル境界と整列されているかどうかを示すシンタックス要素を符号化し、シンタックス
要素に基づいて拡張レイヤピクチャを符号化することができる。即ち、ビデオエンコーダ
２０は、タイル境界が整列されていない場合にレイヤ間予測を無効にするが、タイル境界
が整列されている場合にレイヤ間予測を可能にすることができる。追加又は代替として、
ビデオエンコーダ２０は、拡張レイヤタイルが符号化され得る前に符号化されるべき参照
レイヤタイルの数を示す拡張レイヤタイルに対するシンタックス要素を符号化し、次いで
、参照レイヤタイルのその数を符号化した後、拡張レイヤタイルを符号化することができ
る。これらの様々な符号化動作のいずれか又は全ては、拡張レイヤタイルを符号化するた
めにレイヤ間予測に使用される参照レイヤタイルが、拡張レイヤタイルが符号化される前
に符号化されるという制約の下で、他の符号化動作と並列に実行され得る。
【０１２７】
　[0144]図３は、ビデオデータを並列に処理するための技法を実装し得るビデオデコーダ
３０の一例を示すブロック図である。図３の例では、ビデオデコーダ３０は、エントロピ
ー復号ユニット７０と、動き補償ユニット７２と、イントラ予測ユニット７４と、逆量子
化ユニット７６と、逆変換単位７８と、参照ピクチャメモリ８２と、加算器８０とを含む
。参照ピクチャメモリ８２は、復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）を実装し得るか又は含み
得る。ビデオデコーダ３０は、幾つかの例では、ビデオエンコーダ２０（図２）に関して
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説明された符号化パスとは概して逆の復号パスを実行し得る。動き補償ユニット７２は、
エントロピー復号ユニット７０から受信された動きベクトルに基づいて予測データを生成
し得、イントラ予測ユニット７４は、エントロピー復号ユニット７０から受信されたイン
トラ予測モードインジケータに基づいて予測データを生成し得る。
【０１２８】
　[0145]復号プロセス中に、ビデオデコーダ３０は、ビデオエンコーダ２０から、符号化
されたビデオスライスのビデオブロックと、関連付けられるシンタックス要素とを表す符
号化されたビデオビットストリームを受信する。ビデオデコーダ３０のエントロピー復号
ユニット７０は、量子化係数、動きベクトル又はイントラ予測モードインジケータ、及び
他のシンタックス要素を生成するためにビットストリームをエントロピー復号する。エン
トロピー復号ユニット７０は、動きベクトルと他のシンタックス要素とを動き補償ユニッ
ト７２に転送する。ビデオデコーダ３０は、ビデオスライスレベル及び／又はビデオブロ
ックレベルでシンタックス要素を受信し得る。
【０１２９】
　[0146]ビデオスライスがイントラコード化（Ｉ）スライスとしてコード化されるとき、
イントラ予測ユニット７４は、信号伝達されたイントラ予測モードと、現在フレーム又は
ピクチャの、前に復号されたブロックからのデータとに基づいて、現在ビデオスライスの
ビデオブロックのための予測データを生成し得る。ビデオフレームがインターコード化（
即ち、Ｂ、Ｐ、又はＧＰＢ）スライスとしてコード化されるとき、動き補償ユニット７２
は、エントロピー復号ユニット７０から受信された動きベクトルと他のシンタックス要素
とに基づいて、現在ビデオスライスのビデオブロック用の予測ブロックを生成する。予測
ブロックは、参照ピクチャリストの１つの中の参照ピクチャのうち１つから生成され得る
。ビデオデコーダ３０は、参照ピクチャメモリ８２に記憶された参照ピクチャに基づいて
、デフォルトの構成技法を使用して、参照フレームリスト、即ち、リスト０とリスト１と
を構成し得る。動き補償ユニット７２は、動きベクトルと他のシンタックス要素とを解析
することによって現在のビデオスライスのビデオブロックについての予測情報を決定し、
復号されている現在のビデオブロックのための予測ブロックを生成するために予測情報を
使用する。例えば、動き補償ユニット７２は、ビデオスライスのビデオブロックをコード
化するために使用される予測モード（例えば、イントラ又はインター予測）と、インター
予測スライスタイプ（例えば、Ｂスライス、Ｐスライス、又はＧＰＢスライス）と、スラ
イスの参照ピクチャリストのうちの１つ又は複数のための構成情報と、スライスの各イン
ター符号化ビデオブロックのための動きベクトルと、スライスの各インターコード化ビデ
オブロックのためのインター予測ステータスと、現在ビデオスライス中のビデオブロック
を復号するための他の情報とを決定するために、受信されたシンタックス要素の幾つかを
使用する。
【０１３０】
　[0147]動き補償ユニット７２はまた、補間フィルタに基づいて補間を実行し得る。動き
補償ユニット７２は、参照ブロックのサブ整数画素のための補間された値を計算するため
に、ビデオブロックの符号化中にビデオエンコーダ２０によって使用された補間フィルタ
を使用し得る。この場合、動き補償ユニット７２は、受信されたシンタックス要素からビ
デオエンコーダ２０によって使用された補間フィルタを決定し、その補間フィルタを使用
して予測ブロックを生成し得る。
【０１３１】
　[0148]逆量子化ユニット７６は、ビットストリーム中で与えられ、エントロピー復号ユ
ニット７０によって復号された量子化変換係数を逆の量子化（inverse quantize）、即ち
、逆量子化（de-quantize）する。逆量子化プロセスは、量子化の程度を決定し、同様に
、適用されるべき逆量子化の程度を決定するための、ビデオスライス中のビデオブロック
ごとにビデオデコーダ３０によって計算される量子化パラメータＱＰYの使用を含み得る
。
【０１３２】
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　[0149]逆変換単位７８は、画素領域において残差ブロックを生成するために、逆変換、
例えば逆ＤＣＴ、逆整数変換、又は概念的に同様の逆変換プロセスを変換係数に適用する
。
【０１３３】
　[0150]動き補償ユニット７２が、動きベクトルと他のシンタックス要素とに基づいて現
在ビデオブロックのための予測ブロックを生成した後、ビデオデコーダ３０は、逆変換単
位７８からの残差ブロックを動き補償ユニット７２によって生成された対応する予測ブロ
ックと加算することによって、復号されたビデオブロックを形成する。加算器８０は、こ
の加算演算を実行する１つ又は複数の構成要素を表す。所望される場合、ブロック歪み除
去するために復号されたブロックをフィルタ処理するデブロッキングフィルタも適用され
得る。画素遷移を平滑化するために、又は場合によってはビデオ品質を改善するために、
（コード化ループ内又はコード化ループ後のいずれかの）他のループフィルタも使用され
得る。所与のフレーム又はピクチャ中の復号されたビデオブロックは、次いで、その後の
動き補償のために使用される参照ピクチャを記憶する参照ピクチャメモリ８２に記憶され
る。参照ピクチャメモリ８２はまた、図１の表示装置３２などの表示装置上での後の提示
のために、復号されたビデオを記憶する。
【０１３４】
　[0151]ビデオデコーダ３０は、本開示の技法のいずれか又は全てを、単独で、又は任意
の組合せで実施するように構成され得る。例えば、ビデオデコーダ３０は、参照レイヤピ
クチャが、タイル境界を横切るフィルタリングを可能にされているかどうかを決定するよ
うに構成され得、そうである場合、参照レイヤピクチャからの拡張レイヤピクチャに対す
るレイヤ間予測を無効にする。追加又は代替として、ビデオデコーダ３０は、参照レイヤ
ピクチャを復号し、実質的に並列に参照レイヤピクチャより大きいアスペクト比を有する
拡張レイヤピクチャを復号するように構成され得、ここで、ビデオデコーダ３０は、レイ
ヤ間予測を使用して拡張レイヤピクチャの重複部を復号し、レイヤ間予測を使用せずに拡
張レイヤピクチャの非重複部とを復号することができる。追加又は代替として、ビデオデ
コーダ３０は、拡張レイヤに対するタイル境界が参照レイヤピクチャの境界と整列されて
いるかどうかを示すシンタックス要素を復号し、シンタックス要素に基づいて拡張レイヤ
ピクチャを復号することができる。即ち、ビデオデコーダ３０は、タイル境界が整列され
ていない場合にレイヤ間予測を無効にするが、タイル境界が整列されている場合にレイヤ
間予測を可能にすることができる。追加又は代替として、ビデオデコーダ３０は、拡張レ
イヤタイルが復号され得る前に復号されるべき参照レイヤタイルの数を示す拡張レイヤタ
イルに対するシンタックス要素を復号し、次いで、参照レイヤタイルのその数を復号した
後、拡張レイヤタイルを復号することができる。これらの様々な復号動作のいずれか又は
全ては、拡張レイヤタイルを復号するためにレイヤ間予測に使用される参照レイヤタイル
が、拡張レイヤタイルが復号される前に復号されるという制約の下で、他の復号動作と並
列に実行され得る。
【０１３５】
　[0152]図４は、スケーラブルビデオコード化（ＳＶＣ）のための様々なスケーラブルな
次元を示す概念図である。図４は、ＳＶＣのスケーラビリティ構造の一例を示す。特に、
異なる次元におけるスケーラビリティの一例が図４に示される。この例では、スケーラビ
リティが３つの次元において使用可能である。時間次元では、７．５Ｈｚ、１５Ｈｚ又は
３０Ｈｚをもつフレームレートが時間スケーラビリティ（Ｔ）によってサポートされ得る
。空間スケーラビリティ（Ｓ）がサポートされるとき、ＱＣＩＦ、ＣＩＦ及び４ＣＩＦな
どの異なる解像度が使用可能である。特定の空間解像度及びフレームレートごとに、ピク
チャ品質を改善するために信号対雑音（ＳＮＲ）（Ｑ）レイヤが追加され得る。
【０１３６】
　[0153]ビデオコンテンツがそのようなスケーラブルな方法で符号化されると、例えば、
クライアント又は送信チャネルに依存し得るアプリケーション要件に従って、実際の配信
されたコンテンツを適応させるために、抽出器ツールが使用され得る。図４に示された例
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では、各体積、即ち立方体は、同じフレームレート（時間レベル）、空間解像度及びＳＮ
Ｒレイヤをもつピクチャを含んでいる。それらの立方体（ピクチャ）を任意の次元で追加
することによって、より良い表現が達成され得る。使用可能な２つ、３つ又は更に多くの
スケーラビリティがあるとき、複合スケーラビリティがサポートされ得る。
【０１３７】
　[0154]ＳＶＣの仕様によれば、最も低い空間レイヤ及び品質レイヤを有するピクチャは
、Ｈ．２６４／ＡＶＣと互換性があり、最低の時間レベルにあるピクチャは、より高い時
間レベルにあるピクチャで強調され得る時間ベースレイヤを形成する。Ｈ．２６４／ＡＶ
Ｃ互換レイヤに加えて、空間スケーラビリティ及び／又は品質スケーラビリティを実現す
るために、幾つかの空間拡張レイヤ及び／又はＳＮＲ拡張レイヤが追加され得る。ＳＮＲ
スケーラビリティは品質スケーラビリティと呼ばれることもある。各空間又はＳＮＲ拡張
レイヤ自体は、Ｈ．２６４／ＡＶＣ適合レイヤと同じ時間スケーラビリティ構造で、時間
的にスケーラブルになり得る。１つの空間又はＳＮＲ拡張レイヤについて、それが依存す
るより低いレイヤは、その特定の空間又はＳＮＲ拡張レイヤのベースレイヤと呼ばれるこ
ともある。
【０１３８】
　[0155]図５は、ＳＶＣコード化構造の一例を示す概念図である。この例では、最低空間
及び品質レイヤをもつピクチャ（ＱＣＩＦ解像度をもつ、レイヤ０及びレイヤ１中のピク
チャ）は、Ｈ．２６４／ＡＶＣに適合する。それらの中で、最低時間レベルのピクチャは
、図５のレイヤ０に示されているように、時間ベースレイヤを形成する。この時間ベース
レイヤ（レイヤ０）は、より高い時間レベル（レイヤ１）のピクチャを用いて拡張され得
る。Ｈ．２６４／ＡＶＣ互換レイヤに加えて、空間スケーラビリティ及び／又は品質スケ
ーラビリティを実現するために、幾つかの空間拡張レイヤ及び／又はＳＮＲ拡張レイヤが
追加され得る。例えば、拡張レイヤは、レイヤ２と同じ解像度をもつＣＩＦ表現であり得
る。この例では、レイヤ３はＳＮＲ拡張レイヤである。この例に示されているように、各
空間又はＳＮＲ拡張レイヤ自体は、Ｈ．２６４／ＡＶＣ適合レイヤと同じ時間スケーラビ
リティ構造で、時間的にスケーラブルになり得る。また、拡張レイヤは空間解像度とフレ
ームレートの両方を向上させことができる。例えば、レイヤ４は、フレームレートを１５
Ｈｚから３０Ｈｚに更に増加させる４ＣＩＦ拡張レイヤを与える。
【０１３９】
　[0156]図６は、例示的なアクセス単位（ＡＵ）を示す概念図である。各ＡＵは、ネット
ワークアブストラクションレイヤ（ＮＡＬ）単位内にカプセル化された、１つ又は複数の
スライスを含む。レイヤごとのアクセス単位当たりにゼロ又はそれ以上のＮＡＬ単位が存
在し得る。１つのアクセス単位内の１つのレイヤに対応するＮＡＬ単位のセットは、「レ
イヤ成分」と呼ばれることがある。図６の例は、図５のレイヤ成分に対応するレイヤ成分
を描いている。図６の例に示されているように、同じ時間インスタンス中（即ち、共通の
ＡＵの中）のコード化スライスは、ビットストリーム順序で連続しており、ＳＶＣのコン
テキストにおける１つのアクセス単位を形成する。それらのＳＶＣアクセス単位は、次い
で、表示順序とは異なり得る、例えば、時間予測関係によって決定され得る、復号順序に
従う。
【０１４０】
　[0157]Ｈ.２６４／ＡＶＣ（先進的ビデオコード化）のスケーラブルな拡張が、以下で
説明される。ＳＶＣの幾つかの機能はＨ．２６４／ＡＶＣから引き継がれている。以前の
スケーラブルな規格と比較すると、Ｈ.２６４／ＡＶＣに対するＳＶＣ拡張の最大の利点
の幾つか、即ちレイヤ間予測及びシングルループ復号が、以下で考察される。
【０１４１】
　[0158]Ｈ.２６４／ＡＶＣのＳＶＣ拡張は、シングルループ復号をサポートする。低複
雑度デコーダを保持するために、ＳＶＣではシングルループ復号が必須である。シングル
ループ復号で、各々のサポートされるレイヤは、単一の動き補償ループで復号され得る。
これを達成するために、レイヤ間イントラ予測の使用は、同一位置配置参照レイヤ信号が
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そのためにイントラコード化される拡張レイヤマクロブロックのためにのみ可能にされる
。より高いレイヤをレイヤ間予測するために使用される全てのレイヤが、制約付きイント
ラ予測を使用してコード化されることが更に必要である。
【０１４２】
　[0159]Ｈ．２６４／ＡＶＣのＳＶＣ拡張もまた、レイヤ間予測をサポートする。ＳＶＣ
は、テクスチャ、残差及び動きに基づいて、空間スケーラビリティ及びＳＮＲスケーラビ
リティのためのレイヤ間予測を導入する。ＳＶＣにおける空間スケーラビリティは、２つ
のレイヤ間の任意の解像度比に一般化されている。ＳＮＲスケーラビリティは、粗粒度ス
ケーラビリティ（ＣＧＳ）又は中粒度スケーラビリティ（ＭＧＳ）によって実現され得る
。ＳＶＣでは、２つの空間レイヤ又はＣＧＳレイヤは、（ＮＡＬ単位ヘッダ内でｄｅｐｅ
ｎｄｅｎｃｙ＿ｉｄによって示される）異なる依存性レイヤに属するが、２つのＭＧＳレ
イヤは同じ依存性レイヤ内にあり得る。１つの依存性レイヤは、品質拡張レイヤに対応す
る、０からより高い値までのｑｕａｌｉｔｙ＿ｉｄを有する品質レイヤを含む。ＳＶＣで
は、レイヤ間の冗長性を低減するために、レイヤ間予測方法が利用される。それらは以下
の段落で簡単に紹介される。
【０１４３】
　[0160]レイヤ間イントラ予測を使用するコード化モードは、ＳＶＣでは「イントラＢＬ
」モードと呼ばれる。シングルループ復号を使用可能にするために、制約付きイントラモ
ードとしてコード化されるベースレイヤ中の同一位置配置（co-located）マクロブロック
（ＭＢ）を有するＭＢのみが、レイヤ間イントラ予測モードを使用することができる。制
約付きイントラモードのＭＢは、隣接するインターコード化されたＭＢからのいかなるサ
ンプルも参照せずにイントラコード化される。
【０１４４】
　[0161]ＭＢが残差予測を使用するように指示された場合、レイヤ間予測用のベースレイ
ヤ内で同じ位置にあるＭＢは、インターＭＢであるに違いなく、その残差は空間解像度比
に従ってアップサンプリングされる場合がある。拡張レイヤの残差とベースレイヤの残差
との間の差分がコード化される。即ち、
【数１】

【０１４５】
　[0162]同じ位置にあるベースレイヤの動きベクトルは、ＭＢの動きベクトル用の予測子
又は拡張レイヤ内のＭＢ区分を生成するためにスケーリングされる場合がある。加えて、
ＭＢごとに１つのフラグを送る、基本モードと命名された１つのＭＢタイプが存在する。
このフラグが真であり、対応するベースレイヤのＭＢがイントラでない場合、動きベクト
ル、区分化モード、及び参照インデックスは、全てベースレイヤから導出される。
【０１４６】
　[0163]図７は、高効率ビデオコード化（ＨＥＶＣ）規格による例示的なタイルを示す概
念図である。ＨＥＶＣは、タイル及び波面並列処理（ＷＰＰ）を含む、コーデックをより
並列に順応させるための幾つかの提案を含む。ＨＥＶＣは、タイルのコード化ツリーブロ
ックラスタ走査において連続的に順序付けられた、１つの列及び１つの行内で同時に発生
する整数個のコード化ツリーブロックとしてタイルを定義する。各ピクチャをタイルに分
割することは、ＨＥＶＣにおける区分と呼ばれる。ピクチャ内のタイルは、図７に示すよ
うに、ピクチャのタイルラスタ走査において連続的に順序付けられる。
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【０１４７】
　[0164]タイルの数及びそれらの境界のロケーションは、全体のシーケンスに対して定義
されてもよく、又はピクチャごとに変更されてもよい。スライス境界と同様に、タイル境
界は、タイルが単独で処理され得るが、ループ内フィルタ（デブロッキング及びＳＡＯ）
は依然として境界を横切れるように、パースと予測依存性とを分割する。ＨＥＶＣはまた
、スライスとタイルとの間の関係に対する幾つかの制約を規定する。
【０１４８】
　[0165]タイルを使用することの１つの利点は、タイルは、エントロピー復号及び動き補
償再構成に対してプロセッサ間の通信を必要としないことであるが、通信は、ｌｏｏｐ＿
ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｔｉｌｅｓ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇが１に設定される
場合に必要になることがある。
【０１４９】
　[0166]スライスと比較して、タイルは、潜在的にスライスより高い相関を有するサンプ
ルを含むピクチャ区分形状を可能とし、同じく、タイルはスライスヘッダオーバーヘッド
を低減するので、タイルは、一般的に、より良好なコード化効率を有する。
【０１５０】
　[0167]ＨＥＶＣにおけるタイル設計は、以下の利点を与え得る：１）並列処理を可能に
すること、及び２）スライスの使用と比較して、コード化ツリー単位（ＣＴＵ）の変更さ
れた復号順序を可能にすることによってコード化効率を改善すること、しかし、主たる利
点は第１の利点である。タイルがシングルレイヤコード化において使用されるとき、シン
タックス要素ｍｉｎ＿ｓｐａｔｉａｌ＿ｓｅｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ＿ｉｄｃは、１つの処
理スレッドによって処理されるべきルーマサンプルの最大数を計算するためにデコーダに
よって使用され得、デコーダは並列復号情報を最大限に利用することが想定される。ＨＥ
ＶＣにおいて、例えば、エントロピーコード化同期又はタイル境界もしくはスライス境界
を横切るデブロッキングフィルタリングによって、異なるスレッド間に同じピクチャの相
互依存性が存在し得る。ＨＥＶＣ規格は、ｍｉｎ＿ｓｐａｔｉａｌ＿ｓｅｇｍｅｎｔａｔ
ｉｏｎ＿ｉｄｃの値を可能な最高の値にエンコーダが設定することを奨励する注記を含む
。
【０１５１】
　[0168]図８は、波面並列処理（ＷＰＰ）に対する波面を示す概念図である。ＨＥＶＣは
、ＷＰＰ技法を定義する。ＷＰＰが可能にされるとき、ピクチャのＣＴＵ行の各々は、分
離された区分である。しかしながら、スライス及びタイルと比較すると、コード化依存性
は、ＣＴＵ行の境界において分割されない。加えて、ＣＡＢＡＣ確率は、以前の行の第２
のＣＴＵから伝搬され、コード化ロスを更に低減する。同じく、ＷＰＰは、通常のラスタ
走査順序を変更しない。依存性は分割されないので、ＷＰＰビットストリームのレート歪
みロスは、非並列ビットストリーム（nonparallel bitstream）と比較して小さい。
【０１５２】
　[0169]ＷＰＰが可能にされると、ＣＴＵ行の数までの数のプロセッサが、ＣＴＵ行（又
はライン）を処理するために並列に働き得る。しかしながら、波面依存性は、ピクチャの
はじめにおいて、全てのＣＴＵ行が復号を開始することを許容しない。従って、ＣＴＵ行
は、同じく、ピクチャの終わりにおいて、同時に復号を終了することができない。これは
、多数のプロセッサが使用されるときにより明白になる、並列化の非効率性をもたらす。
【０１５３】
　[0170]図８は、ＷＰＰが、どのようにしてＣＴＢの行を並列に処理するかを示しており
、各行は、上の行の第２のＣＴＢを処理した後、利用可能なＣＡＢＡＣ確率から開始する
。
【０１５４】
　[0171]Ｈ.２６４／ＡＶＣと同様に、ＨＥＶＣもまた、少なくとも時間スケーラビリテ
ィと、ＳＮＲスケーラビリティと、空間スケーラビリティとを提供する、現在、スケーラ
ブル高効率ビデオコード化（ＳＨＶＣ：Scalable High efficiency Video Coding）と呼
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ばれるスケーラブルビデオコード化拡張を有することになる。提案書の募集が、２０１２
年７月にリリースされた。ＳＨＶＣ作業ドラフト及びテストモデルの第１のバージョンが
、２０１３年３月に利用可能になる。
【０１５５】
　[0172]ＳＨＶＣにおいて、レイヤ間テクスチャ予測を達成するために、参照レイヤの解
像度が拡張レイヤの解像度より低いときに、参照レイヤの再構成されたサンプルが最初に
アップサンプリングされる。ＳＮＲスケーラビリティの場合でさえ、参照レイヤサンプル
は、より高いコード化効率を得るために、レイヤ間予測のために使用される前にフィルタ
リングされることがある。現在、アップサンプリング又はレイヤ間フィルタリングのプロ
セスは、レイヤ成分又は単にピクチャとも呼ばれ得るレイヤピクチャ全体に対して実行さ
れる。
【０１５６】
　[0173]ＳＨＶＣにおいて、マルチループ復号構造が使用される。デコーダは、異なるレ
イヤを並列に処理し得る。並列処理を容易にするために、Ｆ．Ｈｅｎｒｙ及びＳ．Ｐａｔ
ｅｕｘ、「Ｗａｖｅｆｒｏｎｔ　ｐａｒａｌｌｅｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ」、ＪＣＴＶ
Ｃ－Ｅ１９６、２０１１年３月は、全ての参照レイヤのタイル境界がその拡張レイヤのタ
イル境界と整列されていることを示すことを提案した。異なるレイヤのタイル境界の整列
は、最初に、同じ拡張レイヤタイル内にある任意の２つの拡張レイヤピクチャサンプルに
対して、同一位置配置ベースレイヤサンプルもまた同じベースレイヤタイル内にあるよう
に規定される。
【０１５７】
　[0174]ＳＨＶＣにおいて、マルチループ復号構造が使用される。デコーダは、異なるレ
イヤを並列に処理し得る。並列処理を容易にするために、全ての参照レイヤのタイル境界
がその拡張レイヤのタイル境界と整列されていることを示すことが提案されている。タイ
ル境界の整列及び異なるレイヤの整列のシンタックス及びセマンティクスは、以下の表７
において規定され、表７は、Ｋ．Ｓｕｈｒｉｎｇ、Ｒ．Ｓｋｕｐｉｎ、Ｔ．Ｓｃｈｉｅｒ
ｌ、Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｔｉｌｅ　ｂｏｕｎｄａｒｙ　ａｌｉｇｎｍｅｎｔ、
ＪＣＴＶＣ－Ｌ０１９７、２０１３年１月及び上記のＪＣＴＶＣ－Ｍ０４６４に記載の表
に対する修正を示しており、ここで、イタリック体のテキストは提案された追加を表す。
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【表７】

【０１５８】
　[0175]シンタックス要素「ｔｉｌｅ＿ｂｏｕｎｄａｒｉｅｓ＿ａｌｉｇｎｅｄ＿ｆｌａ
ｇ」に対するセマンティクスは、以下の通りである：１に等しいｔｉｌｅ＿ｂｏｕｎｄａ
ｒｉｅｓ＿ａｌｉｇｎｅｄ＿ｆｌａｇは、対応するベースレイヤピクチャの全てのタイル
境界が所与の拡張レイヤ内に対応するタイル境界を有し、拡張レイヤ内に追加のタイル境
界は存在しないことを示す。従って、同じ拡張レイヤタイル内にある任意の２つの拡張レ
イヤピクチャサンプルに対して、同一位置配置ベースレイヤサンプルもまた、同じ参照レ
イヤタイル内にあり、同じ参照レイヤタイル内にある任意の２つの参照レイヤピクチャサ
ンプルに対して、同一位置配置拡張レイヤサンプルもまた、同じ拡張レイヤタイル内にあ
る。０に等しいシンタックス要素ｔｉｌｅ＿ｂｏｕｎｄａｒｉｅｓ＿ａｌｉｇｎｅｄ＿ｆ
ｌａｇは、対応する拡張レイヤと所与の参照レイヤとの間のタイル構成に対する制約が存
在しないことを示す。
【０１５９】
　[0176]図９は、ＳＨＶＣコーダ、例えばビデオエンコーダ２０又はビデオデコーダ３０
における並列処理の一例を示す概念図である。ＳＨＶＣにおいて、拡張レイヤは、ベース
レイヤ又はより低い拡張レイヤなど、参照レイヤから予測され得る。更に、参照レイヤ及
び拡張レイヤのピクチャのいずれか又は両方が、タイルに分割され得る。図９に示すよう
に、参照レイヤ内のピクチャが、Ｂ０とＢ１との２つのタイルに分割される一方で、拡張
レイヤ内のピクチャも、Ｅ０とＥ１との２つのタイルに分割される。この例では、同数の
タイル及び同じ相対位置のタイルが、拡張レイヤピクチャ及び参照レイヤピクチャに使用
されるが、概して、拡張レイヤピクチャは、参照レイヤピクチャとして同じか又は異なる
数のタイルを含み得ることを理解されたい。その上、幾つかの例では、拡張レイヤピクチ
ャは、２つ以上の参照レイヤピクチャから予測され得、それらのいずれか又は全ては、同
じか又は異なる数のタイルを有し得る。
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【０１６０】
　[0177]以下でより詳細に説明するように、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３
０は、参照のために参照レイヤピクチャを使用して拡張レイヤピクチャをコード化すると
きに様々な制約を利用するように構成され得、それらのピクチャのいずれか又は両方がタ
イルに区分される。以下でより詳細に説明される図１０～図１４は、ビデオエンコーダ２
０及びビデオデコーダ３０が構成され得る様々な制約のうちの幾つかを表す。
【０１６１】
　[0178]図１０は、参照レイヤピクチャ１０４から予測される例示的な拡張レイヤピクチ
ャ１００を示す概念図である。この例では、拡張レイヤピクチャ１００がタイル１０２Ａ
～１０２Ｄを含む一方で、参照レイヤピクチャ１０４は、タイル１０６Ａ、１０６Ｂを含
む。図１０の点線で示すように、拡張レイヤピクチャ１００のタイル１０２Ｂが、参照レ
イヤピクチャ１０４のタイル１０６Ａに対応する一方で、拡張レイヤピクチャ１００のタ
イル１０２Ｃは、参照レイヤピクチャ１０４のタイル１０６Ｂに対応する。
【０１６２】
　[0179]この例では、拡張レイヤピクチャ１００は、参照レイヤピクチャ１０４と異なる
アスペクト比を有する。例えば、参照レイヤピクチャ１０４は４：３のアスペクト比を有
し得、一方、拡張レイヤピクチャ１００は１６：９のアスペクト比を有し得る。従って、
拡張レイヤピクチャ１００のタイル１０２Ａ、１０２Ｄは、参照レイヤピクチャ１０４内
に対応するタイルをもたない。例えば、拡張レイヤピクチャ１００のタイル１０２Ａは、
サンプル１０８を含む。垂直ハッシング（vertical hashing）で示すように、サンプル１
０８は、参照レイヤピクチャ１０４内に利用可能な同一位置配置参照レイヤ（ＲＬ）サン
プルをもたない。同様に、拡張レイヤピクチャ１００のタイル１０２Ｄのサンプル１１４
は、利用可能な同一位置配置ＲＬサンプル（collocated RL sample）をもたない。しかし
ながら、サンプル１１０、１１２は、参照レイヤピクチャ１０４内に利用可能な同一位置
配置参照レイヤサンプル（クロスハッチングで示す）を有する。特に、サンプル１１０、
１１２は、参照レイヤピクチャ１０４のサンプル１１６、１１８に対応する。
【０１６３】
　[0180]このようにして、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、タイル１０
６Ａ、１０６Ｂのそれぞれに対するレイヤ間予測を使用してタイル１０２Ｂ、１０２Ｃの
ビデオデータをコード化し得る。しかしながら、タイル１０２Ａ、１０２Ｄは、参照レイ
ヤピクチャ１０４内に対応する部分をもたないので、ビデオエンコーダ２０及びビデオデ
コーダ３０は、レイヤ間予測を使用することなく、例えば、イントラ予測又は時間的予測
を使用して、タイル１０２Ａ、１０２Ｄをコード化し得る。拡張レイヤピクチャ１００の
コード化は、参照レイヤピクチャ１０４のコード化と実質的に並列に発生し得る。例えば
、ビデオコーダ（例えば、ビデオエンコーダ２０又はビデオデコーダ３０）は、タイル１
０６Ａをコード化し、次いで、タイル１０６Ｂと実質的に並列にタイル１０２Ｂをコード
化し得る。その上、タイル１０２Ａ、１０２Ｄは参照レイヤピクチャ１０４のデータに依
存しないので、タイル１０２Ａ、１０２Ｄのコード化は、タイル１０６Ａ、１０６Ｂをコ
ード化する前に実質的に並列に、又はタイル１０６Ａ、１０６Ｂをコード化した後に発生
し得る。
【０１６４】
　[0181]図１０は、タイル１０２Ｂ、１０２Ｃのタイル境界がタイル１０６Ａ、１０６Ｂ
のタイル境界と整列されていると言われてよい一例を示す。幾つかの例では、同じ拡張レ
イヤタイル内にある任意の２つの拡張レイヤピクチャサンプルに対して、同一位置配置参
照レイヤサンプルもまた、利用可能な場合、同じ参照レイヤタイル内にあるとき、及び、
同じ参照レイヤタイル内にある任意の２つの参照レイヤピクチャサンプルに対して、同一
位置配置拡張レイヤサンプルもまた、利用可能な場合、同じ拡張レイヤタイル内にあると
きに、タイル境界は、整列されていると言われてよい。タイル１０２Ａ内の任意の２つの
サンプルは１０６Ａ内の同一位置配置サンプルに対応し、同様に、タイル１０６Ａ内の任
意の２つのサンプルはタイル１０２Ａ内の同一位置配置サンプルに対応するので、タイル
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１０２Ａの境界は、タイル１０６Ａの境界と整列されていると言われてよい。同様に、タ
イル１０２Ｂ内の任意の２つのサンプルはタイル１０６Ｂ内の同一位置配置サンプルに対
応し、同様に、タイル１０６Ｂ内の任意の２つのサンプルはタイル１０２Ｂ内の同一位置
配置サンプルに対応するので、タイル１０２Ｂの境界は、タイル１０６Ｂの境界と整列さ
れていると言われてよい。
【０１６５】
　[0182]このようにして、図１０は、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０が、
第１のアスペクト比を備えるベースレイヤピクチャをコード化（例えば、符号化又は復号
）することと、第２のアスペクト比を備える拡張レイヤピクチャをベースレイヤピクチャ
と実質的に並列にコード化することとを行うように構成され得る一例を描いており、第２
のアスペクト比は第１のアスペクト比より大きく、拡張レイヤピクチャをコード化するこ
とは、レイヤ間予測を使用することなく、第１のアスペクト比によって定義された領域の
外側にある拡張レイヤピクチャの部分をコード化することを備える。
【０１６６】
　[0183]図１１は、幾つかの参照レイヤ（又はベースレイヤ）サンプルが、対応する拡張
レイヤサンプルをもたない、拡張された空間スケーラビリティの一例を示す概念図である
。特に、図１１の例は、拡張レイヤピクチャ１３０と参照レイヤピクチャ１３６とを示す
。この例に示すように、参照レイヤピクチャ１３６が、拡張レイヤピクチャ１３０をコー
ド化するための参照ピクチャとして使用するために空間的にアップサンプリングされると
き、参照レイヤピクチャ１３０の部分に対応しない参照レイヤピクチャ１３６の領域が存
在する。
【０１６７】
　[0184]より詳細には、参照レイヤピクチャ１３６は、タイル１３８Ａ及びタイル１３８
Ｂの２つのタイルを含む一方で、拡張レイヤピクチャ１３０は、タイル１３２Ａ及びタイ
ル１３２Ｂの、２つの概して対応するタイルを含む。参照レイヤピクチャ内の鎖線は、タ
イル１３２Ａ、１３２Ｂのそれぞれに対応する領域１４０Ａ、１４０Ｂを画定する。しか
しながら、鎖線と参照レイヤピクチャ１３６の外部境界との間の領域１４２Ａ、１４２Ｂ
は、拡張レイヤピクチャ１３０の実際の領域に対応しない領域を画定する。即ち、拡張レ
イヤピクチャ１３０の境界周りの鎖線は、拡張レイヤピクチャ１３０の外部境界と、拡張
レイヤピクチャ１３０に対するサンプルを含まないが領域１４２Ａ、１４２Ｂに対応する
鎖線との間の領域１３４を画定する。
【０１６８】
　[0185]例えば、図１１は、参照レイヤピクチャ１３６のタイル１３８Ａに対する２つの
例示的なサンプル、即ち、サンプル１４４及びサンプル１４８を示す。サンプル１４４は
、領域１４０Ａの境界内にあるので、サンプル１４４は、拡張レイヤピクチャ１３０内の
タイル１３２Ａのサンプル１５２に対応すると言われてよい。一方で、サンプル１４８は
拡張レイヤピクチャ１３０のサンプルに対応せず、代わりに、領域１４２Ａが、サンプル
が存在しない領域１３４内の一部に対応する。このようにして、サンプル１４８は、対応
する拡張レイヤサンプルをもたないサンプルの一例として説明され得る。
【０１６９】
　[0186]同様に、図１１は、参照レイヤピクチャ１３６のタイル１３８Ｂに対する２つの
例示的なサンプル、即ち、サンプル１４６及びサンプル１５０を示す。サンプル１４６は
、領域１４０Ａの境界内にあるので、サンプル１４６は、拡張レイヤピクチャ１３０内の
タイル１３２Ｂのサンプル１５４に対応すると言われてよい。一方で、サンプル１５０は
拡張レイヤピクチャ１３０のサンプルに対応せず、代わりに、領域１４２Ｂが、サンプル
が存在しない領域１３４内の一部に対応する。このようにして、サンプル１５０は、対応
する拡張レイヤピクチャをもたないサンプルの別の例として説明され得る。
【０１７０】
　[0187]このようにして、図１１は、タイル１３８Ａ、１３８Ｂが、それぞれ、タイル１
３２Ａ、１３２Ｂと整列されている一例を提供する。即ち、上記で説明したように、同じ
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拡張レイヤタイル内にある任意の２つの拡張レイヤピクチャサンプルに対して、同一位置
配置参照レイヤサンプルもまた、利用可能な場合、同じ参照レイヤタイル内にあるとき、
及び、同じ参照レイヤタイル内にある任意の２つの参照レイヤピクチャサンプルに対して
、同一位置配置拡張レイヤサンプルもまた、利用可能な場合、同じ拡張レイヤタイル内に
あるときに、タイルは、「整列されて」いると言われてよい。即ち、タイル１３８Ａ、１
３８Ｂの境界は、それぞれ、タイル１３２Ａ、１３２Ｂの境界と厳密には整列されてはい
ないが、参照レイヤピクチャ１３６のサンプル１４８、１５０は、利用可能な拡張レイヤ
サンプルに対応しない。タイル１３２Ａ内の全てのサンプルは、領域１４０Ａに対応する
サンプルを有し、同様に、タイル１３２Ｂ内の全てのサンプルは、領域１４０Ｂ内に対応
するサンプルを有する。同様に、領域１４０Ａ内の全てのサンプルは、タイル１３２Ａ内
のサンプルに対応し、領域１４０Ｂ内の全てのサンプルは、タイル１３２Ｂ内のサンプル
に対応する。従って、タイル１３２Ａ、１３２Ｂは、それぞれ、タイル１３８Ａ、１３８
Ｂと整列されていると言われてよい。
【０１７１】
　[0188]図１２は、参照レイヤピクチャ１６２と拡張レイヤピクチャ１６０とを示す概念
図である。拡張レイヤピクチャ１６０及び参照レイヤピクチャ１６２は、同じアクセス単
位内で発生し得る（又はさもなければ、互いに対応し得る）。拡張レイヤピクチャ１６０
は、タイル１６４Ａ、１６４Ｂ及び１６４Ｃに区分される一方で、参照レイヤピクチャ１
６２は、タイル１６８Ａ、１６８Ｂ、１６８Ｃに区分される。加えて、図１２は、タイル
１６４Ｂ、１６８Ｂのそれぞれの中に例示的なブロック１６６、１７０を示す。ブロック
１６６はブロック１７０と配列されているので、ブロック１６６は、ブロック１７０に対
応すると言われてよい。
【０１７２】
　[0189]本開示の幾つかの例示的な技法によれば、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコ
ーダ３０は、様々な条件に基づいてブロック１７０からのブロック１６６のレイヤ間予測
を防止するか又は可能にするように構成され得る。一例では、ビデオエンコーダ２０及び
ビデオデコーダ３０は、参照レイヤピクチャ１６２内のタイルを横切るレイヤ間フィルタ
リング及び／又は参照レイヤフィルタリングが可能にされるとき、ブロック１７０からの
レイヤ間テクスチャ予測及び／又はレイヤ間シンタックス予測を使用するブロック１６６
のコード化を防止するように構成され得る。ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３
０は、拡張レイヤ及び参照レイヤなどの様々なレイヤのタイル境界が整列されているかど
うかを示すデータ、並びにタイル境界を横切るレイヤ間フィルタリング又は参照レイヤフ
ィルタリングがブロック１７０に対して可能にされるとき、レイヤ間テクスチャ予測及び
レイヤ間シンタックス予測の少なくとも一方がタイル境界に沿って又はそこを横切って許
容されないかどうかを示すデータを、更にコード化し得る。
【０１７３】
　[0190]ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、追加又は代替として、異なる
レイヤ間のタイル境界（例えば、タイル１６４、１６８の境界）が整列されているかどう
かを示すデータ、及びレイヤ間テクスチャ予測及び／又はレイヤ間シンタックス予測がタ
イル境界に沿って又はそこを横切って許容されないかどうかを示すデータをコード化し得
る。レイヤ間テクスチャ予測及びレイヤ間シンタックス予測がタイル境界に沿って又はそ
こを横切って許容されないとき、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、整列
されないベースレイヤタイルをコード化することなく、タイルのブロックをコード化し得
る。例えば、（ブロック１６０と同一位置配置された）ブロック１７７が、ブロック１６
４Ｂと整列されないタイル内にあるとすれば、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ
３０は、最初にブロック１７７をコード化することなくブロック１６０をコード化するこ
とができ、従って、ブロック１７７と並列にブロック１６０をコード化することができる
。
【０１７４】
　[0191]レイヤ間テクスチャ予測及びレイヤ間シンタックス予測が、タイル境界に沿って
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又はそこを横切って許容されないかどうかを示すデータは、表１に関して上記で説明した
、ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒｐｒｅｄ＿ｎｏｔ＿ａｌｏｎｇ＿ｔｉｌｅ＿ｂｏｕｎｄａｒｙ
＿ｆｌａｇシンタックス要素を備え得る。追加又は代替として、レイヤ間テクスチャ予測
及びレイヤ間シンタックス予測が、タイル境界に沿って又はそこを横切って許容されない
かどうかを示すデータは、ビデオユーザビリティ情報（ＶＵＩ）として及び／又は補助強
化情報（ＳＥＩ）メッセージの一部としてコード化され得る。
【０１７５】
　[0192]図１３は、異なるアスペクト比を有する例示的なピクチャを示す概念図である。
特に、この例では、拡張レイヤピクチャ１８０は、参照レイヤピクチャ１８２と異なるア
スペクト比を有する。例えば、拡張レイヤピクチャ１８０は、１６×９のアスペクト比を
有し得、一方で、参照レイヤピクチャ１８２は、４：３のアスペクト比を有し得る。１６
×９のアスペクト比は、４：３のアスペクト比より大きいアスペクト比の一例である。こ
の例では、拡張レイヤピクチャ１８０は、４つのタイル、即ち１８４Ａ～１８４Ｄに区分
される。参照レイヤピクチャ１８２は、タイル１８６Ａ、１８６Ｂに区分される。概して
、タイル１８４Ｂは、１８６Ａに対応すると言われてよく、一方で、タイル１８４Ｃは、
タイル１８６Ｂに対応すると言われてよい。
【０１７６】
　[0193]タイル１８４Ａ～１８４Ｄ及び１８６Ａ、１８６Ｂの各々は、複数のサンプルを
含むが、簡潔性及び説明の目的で、幾つかのサンプルだけが示される。特に、この例では
、サンプル１８８はタイル１８４Ｂ内に示され、サンプル１９２はタイル１８６Ａ内に示
され、サンプル１９０はタイル１８４Ｄ内に示されている。更に、この例では、サンプル
１８８は、サンプル１９２に対応する。即ち、タイル１８４Ｂは、（もともと、又は空間
的アップサンプリングの後に）タイル１８６Ａと同じ空間解像度を有するものと仮定する
と、サンプル１８８は、サンプル１９２と配列される。更に、図１３に示すように、サン
プル１８８は、同じ拡張レイヤタイル、タイル１８４Ｂ内にあり、サンプル１９２は、同
じ参照レイヤタイル、タイル１８６Ａ内にある。このようにして、サンプル１８８は、同
じ拡張レイヤタイル内にある２つの拡張レイヤピクチャサンプルの例を表し、サンプル１
９２は、利用可能な、同一位置配置参照レイヤサンプルの例を表す。その逆もまた真であ
る：サンプル１９２は、同じ参照レイヤタイル内の２つの参照レイヤサンプルの例を表し
、それに対して、同一位置配置拡張レイヤサンプル（サンプル１８８）は利用可能であり
、同じく、同じ拡張レイヤタイル（即ち、タイル１８４Ｂ）内にある。この特性は、タイ
ル１８４Ｂ内のサンプルとタイル１８６Ａ内の同一位置配置サンプルとのペアの任意のセ
ットに対して真である。
【０１７７】
　[0194]従って、タイル１８４Ｂ及び１８６Ａは、整列されたタイル境界を有すると言わ
れてよい。従って、ビデオエンコーダ２０又はビデオデコーダ３０などのビデオコーダは
、サンプル１８８をコード化する（例えば、ビデオエンコーダ２０によって符号化する又
はビデオデコーダ３０によって復号する）ための参照サンプルとしてサンプル１９２を使
用してレイヤ間予測を実行し得る。その上、ビデオコーダは、タイル１８４Ｂをコード化
する前にタイル１８６Ａをコード化したことと、同じく、フィルタリングは、参照レイヤ
１８２のタイル境界を横切って、例えばタイル１８６Ａと１８６Ｂとの間の境界を横切っ
て実行されないこととを仮定して、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、タ
イル１８６Ｂと実質的に並列にタイル１８４Ｂをコード化し得る。
【０１７８】
　[0195]この例では、サンプル１９０は、タイル１８４Ｄ内に示される。しかしながら、
拡張レイヤピクチャ１８０は、参照レイヤピクチャ１８２と異なるアスペクト比を有する
ので、参照レイヤピクチャ１８２内にタイル１８４に対応するタイルは存在しない。それ
ゆえに、参照レイヤピクチャ１８２内にサンプル１９０に対応する（又はサンプル１９０
と同一位置配置される）利用可能なサンプルは存在しない。拡張レイヤピクチャ１８０の
サンプル１９０に対応する参照レイヤピクチャ１８２のサンプルは存在しない（及び同様
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に、タイル１８４Ｄに対応するタイルも存在しない）が、拡張レイヤピクチャ１８０のタ
イルに対するタイル境界は、それにもかかわらず、参照レイヤピクチャ１８２のタイルに
対するタイル境界と整列されるように画定され得る。
【０１７９】
　[0196]従って、拡張レイヤピクチャ１８０及び参照レイヤピクチャ１８２のタイル境界
が（図１３の例におけるように）整列されるとき、及びレイヤ間テクスチャ予測並びに参
照レイヤフィルタリングが参照レイヤピクチャ１８２のタイル境界を横切って実行されな
いとき、ビデオエンコーダ２０は、これを示す値を、シンタックス要素に対して、例えば
ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒｐｒｅｄ＿ｎｏｔ＿ａｌｏｎｇ＿ｔｉｌｅ＿ｂｏｕｎｄａｒｙ＿
ｆｌａｇに対してコード化し得る。同様に、ビデオデコーダ３０は、拡張レイヤピクチャ
１８０と参照レイヤピクチャ１８２とのタイル境界が整列されていることと、レイヤ間テ
クスチャ予測及び参照レイヤフィルタリングが参照レイヤピクチャ１８２のタイル境界を
横切って実行されないこととを示す、ｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒｐｒｅｄ＿ｎｏｔ＿ａｌｏ
ｎｇ＿ｔｉｌｅ＿ｂｏｕｎｄａｒｙ＿ｆｌａｇなどのシンタックス要素に対する値を復号
し得る。
【０１８０】
　[0197]従って、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、共通の拡張レイヤタ
イル内の２つのそれぞれの拡張レイヤピクチャサンプルと同一位置配置される任意の２つ
の参照レイヤサンプルが、共通の参照レイヤタイル内にあるに違いないかどうかを表すシ
ンタックス要素に対する値をコード化（符号化又は復号）することと、シンタックス要素
の値に少なくとも部分的に基づいて拡張レイヤピクチャサンプルをコード化することとを
行うように構成されたビデオコーダの例を表す。
【０１８１】
　[0198]図１４は、異なる数のタイルを有する拡張レイヤピクチャ２００と参照レイヤピ
クチャ２０２とを示す概念図である。この例では、拡張レイヤピクチャ２００が８つのタ
イル、タイル２０４Ａ～２０４Ｈを含む一方で、参照レイヤピクチャ２０２は、６つのタ
イル、タイル２０６Ａ～２０６Ｆを含む。従って、拡張レイヤタイル２０４Ａ～２０４Ｈ
の境界は、参照レイヤタイル２０６Ａ～２０６Ｆの境界と整列されない。即ち、参照レイ
ヤピクチャ２０２の同一位置配置サンプルが参照レイヤタイル２０６Ａ～２０６Ｆのうち
の同じタイル内にない、タイル２０４Ａ～２０４Ｈのうちの少なくとも１つの少なくとも
２つのサンプルが存在する。同様に、拡張レイヤピクチャ２００の同一位置配置サンプル
が拡張レイヤタイル２０４Ａ～２０４Ｈのうちの同じタイル内にない、タイル２０６Ａ～
２０６Ｆのうちの少なくとも１つの少なくとも２つのサンプルが存在する。
【０１８２】
　[0199]それにもかかわらず、拡張レイヤピクチャ２００のタイルと参照レイヤピクチャ
２０２のタイルとの間の境界の整列がないとしても、ビデオコーダ（ビデオエンコーダ２
０又はビデオデコーダ３０など）は本開示の技法を使用して、参照レイヤタイル２０６Ａ
～２０６Ｆのうちの１つ又は複数と実質的に並列に、拡張レイヤタイル２０４Ａ～２０４
Ｈのうちの１つ又は複数を依然としてコード化し得る。
【０１８３】
　[0200]特に、本開示の技法によれば、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は
、拡張レイヤピクチャ２００の対応するタイルがコード化され得る前にコード化されるべ
き、（拡張レイヤピクチャ２００に対するベースレイヤピクチャである）参照レイヤピク
チャ２０２内のタイルの数を示すｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿ｍｉｎｕ
ｓ１［ｉ］（ここで、ｉは、タイル２０４Ａ～２０４Ｈのｉ番目のタイルに対応する）な
どのシンタックス要素に対する値を、タイル２０４Ａ～２０４Ｈのいずれか又は全てに対
してコード化し得る。特に、値がｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿ｍｉｎｕ
ｓ１［ｉ］の形態で表現されるとき、ｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿ｍｉ
ｎｕｓ１［ｉ］の値は、拡張レイヤピクチャ２００の対応するタイルがコード化され得る
前にコード化されるべき、参照レイヤピクチャ２０２内のタイルの数より小さい値であり
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、従って、ビデオデコーダ３０は、その値を、コード化されるべき参照レイヤピクチャ２
０２内のタイルの実際の数を決定するために、ｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄ
ｃ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］の値に加算し得る。
【０１８４】
　[0201]例えば、図１４の例では、ビデオエンコーダ２０は、以下の表８によるｍａｘ＿
ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］に対する値をコード化し得る。
【表８】

【０１８５】
　[0202]この例では、０の値に１を加算すると値１が得られるので、ビデオエンコーダ２
０は、タイル２０４Ａに対応するｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿ｍｉｎｕ
ｓ１［０］に対して０の値をコード化し得る。この値は、ひいては、参照レイヤピクチャ
２０２のうちの１つのタイル（即ち、タイル２０６Ａ）が、タイル２０４Ａがコード化さ
れ得る前にコード化されるべきであることを示す。図１４で分かるように、タイル２０６
Ａをコード化することによって、タイル２０４Ａに対応する参照レイヤピクチャ２０２の
全てのサンプルは、タイル２０６Ａをコード化した後にコード化されることになり、従っ
て、ビデオエンコーダ２０は、タイル２０６Ａだけが、タイル２０４Ａがコード化され得
る前にコード化されるべきであることを示し得る。同様に、ビデオデコーダ３０は、タイ
ル２０６Ａがコード化された後に、タイル２０４Ａが、例えばタイル２０６Ｂ～２０６Ｆ
のうちのいずれかと実質的に並列に（又は並列に）コード化され得ることを決定するため
に、ｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿ｍｉｎｕｓ１［０］の値を使用し得る
。
【０１８６】
　[0203]同じく、この例では、１の値に１を加算すると値２が得られるので、ビデオエン
コーダ２０は、タイル２０４Ｂに対応するｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿
ｍｉｎｕｓ１［１］に対して１の値をコード化し得る。この値は、ひいては、参照レイヤ
ピクチャ２０２のうちの２つのタイル（即ち、タイル２０６Ａ、２０６Ｂ）が、タイル２
０４Ｂがコード化され得る前にコード化されるべきであることを示す。図１４でわかるよ
うに、タイル２０６Ａ、２０６Ｂをコード化することによって、タイル２０４Ｂに対応す
る参照レイヤピクチャ２０２の全てのサンプルは、タイル２０６Ｂをコード化した後にコ
ード化されることになり、従って、ビデオエンコーダ２０は、タイル２０４Ｂがコード化
され得る前にタイル２０６Ａ、２０６Ｂがコード化されるべきであることを示し得る。同
様に、ビデオデコーダ３０は、タイル２０６Ｂがコード化された後に、タイル２０４Ｂが
、例えばタイル２０６Ｃ～２０６Ｆのうちのいずれかと実質的に並列に（又は並列に）コ
ード化され得ることを決定するために、ｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿ｍ
ｉｎｕｓ１［１］の値を使用し得る。
【０１８７】
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　[0204]更に、この例では、２の値に１を加算すると値３が得られるので、ビデオエンコ
ーダ２０は、タイル２０４Ｃに対応するｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿ｍ
ｉｎｕｓ１［２］に対して２の値をコード化し得る。この値は、ひいては、参照レイヤピ
クチャ２０２のうちの３つのタイル（即ち、タイル２０６Ａ～２０６Ｃ）が、タイル２０
４Ｃがコード化され得る前にコード化されるべきであることを示す。同様に、ビデオエン
コーダ２０は、タイル２０４Ｄに対応するｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿
ｍｉｎｕｓ１［３］に対して２の値をコード化し得る。図１４でわかるように、タイル２
０６Ａ～２０６Ｃをコード化することによって、タイル２０４Ｃ及び２０４Ｄに対応する
参照レイヤピクチャ２０２の全てのサンプルは、タイル２０６Ｃをコード化した後にコー
ド化されることになり、従って、ビデオエンコーダ２０は、タイル２０４Ｃ、２０４Ｄが
コード化され得る前にタイル２０６Ａ～２０６Ｃがコード化されるべきであることを示し
得る。同様に、ビデオデコーダ３０は、タイル２０６Ｃがコード化された後に、タイル２
０４Ｃ及び２０４Ｄが、例えばタイル２０６Ｄ～２０６Ｆのうちのいずれかと実質的に並
列に（又は並列に）コード化され得ることを決定するために、ｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ
＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿ｍｉｎｕｓ１［２］及びｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ
＿ｍｉｎｕｓ１［３］の値を使用し得る。
【０１８８】
　[0205]その上、この例では、３の値に１を加算すると値４が得られるので、ビデオエン
コーダ２０は、タイル２０４Ｅに対応するｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿
ｍｉｎｕｓ１［４］に対して３の値をコード化し得る。この値は、ひいては、参照レイヤ
ピクチャ２０２のうちの４つのタイル（即ち、タイル２０６Ａ、２０６Ｂ）が、タイル２
０４Ｂがコード化され得る前にコード化されるべきであることを示す。図１４でわかるよ
うに、タイル２０６Ａ～２０６Ｄをコード化することによって、タイル２０４Ｅに対応す
る参照レイヤピクチャ２０２の全てのサンプルは、タイル２０６Ｄをコード化した後にコ
ード化されることになり、従って、ビデオエンコーダ２０は、タイル２０４Ｅがコード化
され得る前にタイル２０６Ａ～２０６Ｄがコード化されるべきであることを示し得る。同
様に、ビデオデコーダ３０は、タイル２０６Ｄがコード化された後に、タイル２０４Ｅが
、例えばタイル２０６Ｅ、２０６Ｆのうちのいずれかと実質的に並列に（又は並列に）コ
ード化され得ることを決定するために、ｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿ｍ
ｉｎｕｓ１［４］の値を使用し得る。
【０１８９】
　[0206]同じく、この例では、４の値に１を加算すると値５が得られるので、ビデオエン
コーダ２０は、タイル２０４Ｆに対応するｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿
ｍｉｎｕｓ１［５］に対して４の値をコード化し得る。この値は、ひいては、参照レイヤ
ピクチャ２０２のうちの５つのタイル（即ち、タイル２０６Ａ～２０６Ｅ）が、タイル２
０４Ｆがコード化され得る前にコード化されるべきであることを示す。図１４でわかるよ
うに、タイル２０６Ａ～２０６Ｅをコード化することによって、タイル２０４Ｆに対応す
る参照レイヤピクチャ２０２の全てのサンプルは、タイル２０６Ｅをコード化した後にコ
ード化されることになり、従って、ビデオエンコーダ２０は、タイル２０４Ｆがコード化
され得る前にタイル２０６Ａ～２０６Ｅがコード化されるべきであることを示し得る。同
様に、ビデオデコーダ３０は、タイル２０６Ｅがコード化された後に、タイル２０４Ｆが
、例えばタイル２０６Ｆと実質的に並列に（又は並列に）コード化され得ることを決定す
るために、ｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿ｍｉｎｕｓ１［５］の値を使用
し得る。
【０１９０】
　[0207]更に、この例では、５の値に１を加算すると値６が得られるので、ビデオエンコ
ーダ２０は、タイル２０４Ｇに対応するｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿ｍ
ｉｎｕｓ１［６］に対して５の値をコード化し得る。この値は、ひいては、参照レイヤピ
クチャ２０２のうちの６つのタイル全て（即ち、タイル２０６Ａ～２０６Ｆ）が、タイル
２０４Ｇがコード化され得る前にコード化されるべきであることを示す。同様に、ビデオ
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エンコーダ２０は、タイル２０４Ｈに対応するｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄ
ｃ＿ｍｉｎｕｓ１［７］に対して５の値をコード化し得る。図１４でわかるように、タイ
ル２０６Ａ～２０６Ｆをコード化することによって、タイル２０４Ｃ及び２０４Ｇに対応
する参照レイヤピクチャ２０２の全てのサンプルは、タイル２０６Ｆをコード化した後に
コード化されることになり、従って、ビデオエンコーダ２０は、タイル２０４Ｇ、２０４
Ｈがコード化され得る前にタイル２０６Ａ～２０６Ｆがコード化されるべきであることを
示し得る。同様に、ビデオデコーダ３０は、タイル２０６Ｆがコード化された後に、タイ
ル２０４Ｇ及び２０４Ｈが、例えば参照レイヤ内の後続のピクチャ（即ち、コード化順序
でピクチャ２０２に後続する参照レイヤ内のピクチャ）のタイルと実質的に並列に（又は
並列に）コード化され得ることを決定するために、ｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿
ｉｄｃ＿ｍｉｎｕｓ１［６］及びｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ＿ｉｄｃ＿ｍｉｎｕ
ｓ１［７］の値を使用し得る。
【０１９１】
　[0208]従って、ビデオエンコーダ２０及びビデオデコーダ３０は、拡張レイヤピクチャ
のタイルがコード化され得る前にコード化される必要のあるベースレイヤピクチャ内のタ
イルの数を示すデータを、拡張レイヤピクチャのタイルに対してコード化することと、タ
イルの数に対応するベースレイヤピクチャのタイルをコード化することと、ベースレイヤ
ピクチャのタイルをコード化した後に、ベースレイヤピクチャ内の少なくとも１つの他の
タイルと実質的に並列に拡張レイヤピクチャのタイルをコード化することとを行うように
構成されたビデオコーダの例を表す。
【０１９２】
　[0209]図１５は、本開示の技法による、レイヤ間予測を可能又は無効にするための例示
的な方法を示すフローチャートである。図１５方法は、概して、ビデオコーダによって実
行されるものとして説明される。ビデオコーダは、例えば、ビデオエンコーダ２０又はビ
デオデコーダ３０、あるいは他のそのようなビデオコード化機器（例えば、ビデオトラン
スコーディング機器（video transcoding devices））に対応し得る。
【０１９３】
　[0210]最初に、ビデオコーダは、１つ又は複数の隣接する参照レイヤタイルをコード化
し得る（２５０）。即ち、ビデオコーダは、参照レイヤピクチャ内の１つ又は複数のタイ
ルのブロック（例えば、ＣＵ又はＰＵ）をコード化し得る。次いで、ビデオコーダは、タ
イル境界を横切るフィルタリングが可能にされるかどうかを決定し得る（２５２）。例え
ば、ビデオエンコーダ２０によって実行されるとき、ビデオエンコーダ２０は、参照レイ
ヤピクチャに対するタイル境界を横切るフィルタリングを可能にするかどうかを決定し得
る。ビデオエンコーダ２０はまた、参照レイヤピクチャに対するタイル境界を横切るフィ
ルタリングが可能にされるかどうかを示すシンタックス要素を符号化し得る。一方で、ビ
デオデコーダ３０によって実行されるとき、ビデオデコーダ３０は、タイル境界を横切る
フィルタリングが可能にされるかどうかをシンタックス要素から決定し得る。
【０１９４】
　[0211]タイル境界を横切るフィルタリングは、タイル境界を横切るレイヤ間フィルタリ
ング（例えば、ここで、参照レイヤピクチャは、タイル境界を横切るフィルタリングが可
能にされる更に別の参照レイヤピクチャに関してコード化される）か、あるいは参照レイ
ヤフィルタリング、例えばデブロッキング、全ピクチャに対するアップサンプリング、又
は参照レイヤピクチャの２つ以上の別個のタイルからの画素（サンプルとも呼ばれる）に
適用されるフィルタを使用する任意の他のフィルタリング動作、のいずれか又は両方を含
み得る。
【０１９５】
　[0212]幾つかの例では、ビデオコーダは、異なるレイヤのタイル境界が整列されている
かどうかを更に決定し得る。例えば、ビデオエンコーダ２０は、タイル境界を整列させる
かどうかを決定し、タイル境界が整列されているかどうかを示すシンタックス要素を符号
化する一方で、ビデオデコーダ３０は、タイル境界が整列されているかどうかを決定する
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ためにシンタックス要素を復号し得る。同様に、ビデオコーダは、レイヤ間予測が、タイ
ル境界に沿って又はそれらを横切って許容されないかどうかを示すシンタックス要素、例
えば、表１に関して上記で説明したｉｎｔｅｒ＿ｌａｙｅｒｐｒｅｄ＿ｎｏｔ＿ａｌｏｎ
ｇ＿ｔｉｌｅ＿ｂｏｕｎｄａｒｙ＿ｆｌａｇをコード化し得る。追加又は代替として、そ
のようなシンタックス要素は、ビデオユーザビリティ情報（ＶＵＩ）、シーケンスパラメ
ータセット（ＳＰＳ）、ピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）、ビデオパラメータセット
（ＶＰＳ）、スライスヘッダ、補助強化情報（ＳＥＩ）メッセージなどのいずれか又は全
ての中に含まれ得る。
【０１９６】
　[0213]参照レイヤピクチャに対するタイル境界を横切るフィルタリングが可能にされる
場合（２５２の「はい」分岐）、ビデオコーダは、拡張レイヤピクチャに対するレイヤ間
予測を無効にし得る（２５４）。次いで、ビデオコーダは、レイヤ間予測を使用すること
なく、拡張レイヤピクチャのブロックをコード化し得る（２５６）。レイヤ間予測は、レ
イヤ間テクスチャ予測（例えば、ルミナンスデータ及び／又はクロミナンスデータの予測
）及びレイヤ間シンタックス予測のいずれか又は両方を含み得る。参照レイヤピクチャは
、拡張レイヤピクチャをコード化するときに参照のために実際に使用されないので、ビデ
オコーダは、参照レイヤピクチャのブロックのうちのいずれかと並列に、拡張レイヤピク
チャのブロックをコード化し得る。従って、図１５の例は、拡張レイヤピクチャのブロッ
クをコード化する前に、隣接する参照レイヤタイルをコード化することを描いているが、
幾つかの例では、ビデオコーダは、タイル境界を横切るフィルタリングが参照レイヤピク
チャに対して可能にされるかどうかを単に決定し、そうであれば、参照レイヤピクチャと
並列に拡張レイヤピクチャをコード化することを直ちに開始することができる。
【０１９７】
　[0214]一方で、参照レイヤピクチャに対するタイル境界を横切るフィルタリングが可能
にされない場合（２５２の「いいえ」分岐）、ビデオコーダは、拡張レイヤピクチャに対
するレイヤ間予測を可能にし得る（２５８）。次いで、ビデオコーダは、レイヤ間予測を
使用して、拡張レイヤのブロックをコード化し得る（２６０）。特に、参照レイヤタイル
のうちの１つ又は複数をコード化した後、ビデオコーダは、コード化された参照レイヤタ
イルと境界を整列された拡張レイヤピクチャのタイルのブロックをコード化し得る。更に
、ビデオコーダは、参照レイヤピクチャの後続のタイルと並列に、拡張レイヤピクチャの
タイルのブロックをコード化し得る。
【０１９８】
　[0215]拡張レイヤピクチャ及び参照レイヤピクチャは、概して、同じアクセス単位内に
含まれることを理解されたい。即ち、拡張レイヤピクチャ及び参照レイヤピクチャは、同
じ出力時間（又は表示時間）に対応する。
【０１９９】
　[0216]このようにして、図１５の方法は、拡張レイヤタイル内の拡張レイヤブロックを
コード化（例えば、符号化又は復号）するとき、拡張レイヤタイルとベースレイヤブロッ
クの両方を含むアクセス単位内の参照レイヤピクチャ内のタイルを横切るレイヤ間フィル
タリング又は参照レイヤフィルタリングが可能にされる同一位置配置ベースレイヤブロッ
クから、レイヤ間テクスチャ予測又はレイヤ間シンタックス予測を使用する拡張レイヤブ
ロックのコード化を防止することと、参照レイヤピクチャ内のタイル境界を横切るレイヤ
間フィルタリング又は参照レイヤフィルタリングが可能にされるとき、拡張レイヤブロッ
クと実質的に並列に、同一位置配置ブロックをコード化（符号化又は復号）することとを
含む方法の一例を表す。代替では、参照レイヤピクチャ内のタイルの境界を横切るレイヤ
間フィルタリング及び参照レイヤフィルタリングが可能にされないとき、方法は、参照レ
イヤピクチャの後続のタイルと並列に、拡張レイヤブロックをコード化（符号化又は復号
）することを含み得る。
【０２００】
　[0217]図１６は、本開示の技法による、ピクチャが異なるアスペクト比を有するときに
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、拡張レイヤ及び参照レイヤのピクチャを並列にコード化するための例示的な方法を示す
フローチャートである。図１６の方法は、概して、ビデオコーダによって実行されるもの
として説明される。ビデオコーダは、例えば、ビデオエンコーダ２０又はビデオデコーダ
３０、又は他のそのようなビデオコード化機器（例えば、ビデオトランスコーディング機
器）に対応し得る。
【０２０１】
　[0218]この例では、ビデオコーダは、最初に、第１のアスペクト比を有する参照レイヤ
ピクチャのタイルをコード化する（２８０）。例えば、参照レイヤピクチャは、４：３の
アスペクト比を有し得る。次いで、ビデオコーダは、拡張レイヤピクチャが、参照レイヤ
ピクチャのアスペクト比より大きいエクスペクト比を有するかどうかを決定し得る（２８
２）。例えば、拡張レイヤピクチャは、１６×９のアスペクト比を有し得、一方で、参照
レイヤピクチャは、４：３のアスペクト比を有し得る。
【０２０２】
　[0219]拡張レイヤピクチャが参照レイヤピクチャのアスペクト比より大きいアスペクト
比を有する場合（２８２の「はい」分岐）、参照レイヤピクチャと重ならない拡張レイヤ
ピクチャの少なくとも幾つかの部分（例えば、タイル）が存在することになる。従って、
ビデオコーダは、レイヤ間予測を使用して拡張レイヤピクチャの重複部分をコード化し（
２８４）、レイヤ間予測を使用することなく拡張レイヤピクチャの重複しない部分をコー
ド化する（２８６）ことができる。更に、ビデオコーダは、参照レイヤピクチャの任意の
部分と並列に、拡張レイヤピクチャの重複しない部分をコード化する一方で、ビデオコー
ダは、参照レイヤピクチャの後続の部分と並列に、拡張レイヤピクチャの重複部分をコー
ド化することができる。例えば、再び図１３を参照すると、ビデオコーダは、参照レイヤ
ピクチャ１８２の任意の部分と並列にタイル１８４Ａ、１８４Ｄをコード化し得る。ビデ
オコーダは、タイル１８６Ｂと並列にタイル１８４Ｂをコード化し得る。
【０２０３】
　[0220]一方で、拡張レイヤピクチャが参照レイヤピクチャのアスペクト比より大きいア
スペクト比をもたない場合（２８２の「いいえ」分岐）、ビデオコーダは、レイヤ間予測
を完全に使用して拡張レイヤピクチャをコード化し（２８８）、参照レイヤピクチャの他
のタイルと並列に、拡張レイヤピクチャの幾つかのタイルをコード化することができる。
【０２０４】
　[0221]このようにして、図１６の方法は、第１のアスペクト比を備えるベースレイヤピ
クチャをコード化（例えば、符号化又は復号）することと、第２のアスペクト比を備える
拡張レイヤピクチャを、ベースレイヤピクチャと実質的に並列にコード化（例えば、符号
化又は復号）することとを含む方法の一例を表しており、第２のアスペクト比は第１のア
スペクト比より大きく、拡張レイヤピクチャをコード化することは、レイヤ間予測を使用
することなく、第１のアスペクト比によって定義された領域の外側にある拡張レイヤピク
チャの部分をコード化することを備える。
【０２０５】
　[0222]図１７は、拡張レイヤピクチャのタイル境界が参照レイヤピクチャのタイル境界
と整列されているかどうかに基づいて、拡張レイヤピクチャをコード化するための例示的
な方法を示すフローチャートである。図１７の方法は、概して、ビデオコーダによって実
行されるものとして説明される。ビデオコーダは、例えば、ビデオエンコーダ２０又はビ
デオデコーダ３０、あるいは他のそのようなビデオコード化機器（例えば、ビデオトラン
スコーディング機器）に対応し得る。
【０２０６】
　[0223]この例では、ビデオコーダは、１つ又は複数の参照レイヤタイルをコード化する
（３００）。次いでビデオコーダは、拡張レイヤのタイル境界が整列されているかどうか
を決定する（３０２）。例えば、ビデオエンコーダ２０は、参照レイヤピクチャを整列さ
せるかどうかを決定し、タイル境界が整列されているかどうかを示す、ｔｉｌｅ＿ｂｏｕ
ｎｄａｒｉｅｓ＿ａｌｉｇｎｅｄ＿ｆｌａｇなどのシンタックス要素に対する値を符号化
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し得る一方で、ビデオデコーダ３０は、例えば、ｔｉｌｅ＿ｂｏｕｎｄａｒｉｅｓ＿ａｌ
ｉｇｎｅｄ＿ｆｌａｇなどのシンタックス要素の値に基づいて、参照レイヤの境界が整列
されているかどうかを決定し得る。同じ拡張レイヤタイル内にある任意の２つの拡張レイ
ヤピクチャサンプルに対して、同一位置配置参照レイヤサンプルもまた、利用可能な場合
、同じ参照レイヤタイル内にあるとき、及び、同じ参照レイヤタイル内にある任意の２つ
の参照レイヤピクチャサンプルに対して、同一位置配置拡張レイヤサンプルもまた、利用
可能な場合、同じ拡張レイヤタイル内にあるときに、拡張レイヤピクチャのタイル境界は
、参照レイヤピクチャのタイル境界と整列されていると言われてよい。
【０２０７】
　[0224]拡張レイヤピクチャのタイル境界が、参照レイヤピクチャのタイル境界と整列さ
れていないとき（３０２の「いいえ」分岐）、ビデオコーダは、拡張レイヤに対するレイ
ヤ間予測を無効にし（３０４）、レイヤ間予測を使用することなく拡張レイヤピクチャの
タイルをコード化する（３０６）ことができる。更に、レイヤ間予測は無効にされている
ので、ビデオコーダは、参照レイヤピクチャの任意の部分と並列に、拡張レイヤピクチャ
のタイルのいずれか又は全てをコード化し得る。
【０２０８】
　[0225]一方で、拡張レイヤピクチャのタイル境界が、参照レイヤピクチャのタイル境界
と整列されているとき（３０２の「はい」分岐）、ビデオコーダは、拡張レイヤピクチャ
に対するレイヤ間予測を可能にし（３０８）、レイヤ間予測を使用して拡張レイヤピクチ
ャのタイルをコード化する（３１０）ことができる。特に、参照レイヤピクチャのタイル
をコード化した後、ビデオコーダは、参照レイヤピクチャの後続のタイルと並列に、拡張
レイヤピクチャの対応するタイルをコード化することを開始し得る。
【０２０９】
　[0226]参照レイヤピクチャに対応しない拡張レイヤピクチャのタイルが存在する場合（
例えば、図１６に関して上記で説明したように）、ビデオコーダは、参照レイヤピクチャ
の任意の部分と並列にこれらのタイルコード化し得る。そのようなタイルが存在するとき
でも、上記で与えられた例示的な定義によって、参照レイヤピクチャ内のそのようなタイ
ルに対して「同一位置配置された」サンプルは、利用可能にならないので、タイル境界は
、依然として整列されていると言われてよい。
【０２１０】
　[0227]このようにして、図１７の方法は、共通の拡張レイヤタイル内の２つのそれぞれ
の拡張レイヤピクチャサンプルと同一位置配置された、任意の２つの参照レイヤサンプル
が、共通の参照レイヤタイル内にあるに違いないかどうかを表すシンタックス要素に対す
る値をコード化（例えば、符号化又は復号）することと、シンタックス要素の値に少なく
とも部分的に基づいて拡張レイヤピクチャサンプルをコード化（例えば、符号化又は復号
）することとを含む方法の一例を表す。
【０２１１】
　[0228]図１８は、本開示の技法による、タイル境界が整列されていないときでさえも、
参照レイヤピクチャと並列に、拡張レイヤピクチャのタイルをコード化するための例示的
な方法を示すフローチャートである。図１８の方法は、概して、ビデオコーダによって実
行されるものとして説明される。ビデオコーダは、例えば、ビデオエンコーダ２０又はビ
デオデコーダ３０、あるいは他のそのようなビデオコード化機器（例えば、ビデオトラン
スコーディング機器（video transcoding devices））に対応し得る。
【０２１２】
　[0229]ビデオコーダは、特定の拡張レイヤタイル（即ち、対応する拡張レイヤピクチャ
のタイル）をコード化する前にコード化されるべき参照レイヤタイルの数（即ち、参照レ
イヤピクチャ内のタイルの数）を決定し得る（３２０）。特に、ビデオコーダは、各拡張
レイヤタイルに対してコード化されるべき参照レイヤタイルの数を決定し得る。例えば、
コード化はラスタ走査順序で（左から右に、上から下に）進むものと仮定すると、ビデオ
エンコーダ２０は、特定の拡張レイヤタイルがコード化され得る前に、即ち、拡張レイヤ
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タイルに対する参照レイヤタイル内の同一位置配置サンプルの全てがコード化される前に
、コード化されるべき参照レイヤタイルの数を決定し得る。ラスタ走査順序は、例として
使用されるが、他のタイル走査順序も使用され得る。ビデオエンコーダ２０は、拡張レイ
ヤタイルに対応するシンタックス要素の値、例えば、ｍａｘ＿ｒｅｆ＿ｔｉｌｅ＿ｄｅｃ
＿ｉｄｃ＿ｍｉｎｕｓ１［ｉ］の値を符号化し得、ここで、ｉは、ラスタ走査順序におけ
る拡張レイヤタイルに対するインデックスを表す。ビデオデコーダ３０は、拡張レイヤタ
イルを復号する前に復号すべきタイルの数を決定するために、シンタックス要素に対する
値を復号し得る。コード化されるべき参照レイヤタイルの数を示すデータは、ビデオパラ
メータセット（ＶＰＳ）、シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）、ピクチャパラメータ
セット（ＳＰＳ）、スライスヘッダ、ビデオユーザビリティ情報（ＶＵＩ）、及び／又は
補助強化情報（ＳＥＩ）メッセージの一部を形成し得る。
【０２１３】
　[0230]次いで、ビデオコーダは、参照レイヤタイルの数がコード化されているかどうか
を決定する（３２２）ことができる。コード化されていない場合（３２２の「いいえ」分
岐）、ビデオコーダは、次の参照レイヤタイルをコード化する（３２６）ことができる。
ビデオコーダは、参照レイヤタイルの決定された数がコード化されるまで、参照レイヤタ
イルをコード化するために進むことができる。参照レイヤタイルの数がコード化された後
（３２２の「はい」分岐）、ビデオコーダは、１つ又は複数の参照レイヤタイルと並列に
拡張レイヤタイルをコード化する（３２４）ことができる。
【０２１４】
　[0231]このようにして、図１８の方法は、拡張レイヤピクチャのタイルがコード化され
得る前にコード化される必要のあるベースレイヤピクチャ内のタイルの数を示すデータを
、拡張レイヤピクチャのタイルに対してコード化（例えば、符号化又は復号）することと
、タイルの数に対応するベースレイヤピクチャのタイルをコード化（例えば、符号化又は
復号）することと、ベースレイヤピクチャのタイルをコード化した後に、ベースレイヤピ
クチャ内の少なくとも１つの他のタイルと実質的に並列に拡張レイヤピクチャのタイルを
コード化（例えば、符号化又は復号）することとを含む方法の一例を表す。
【０２１５】
　[0232]例によるが、本明細書で説明した技法のうちいずれかの、幾つかの作用又はイベ
ントは、異なるシーケンスで実行される可能性があり、追加されるか、併合されるか、又
は完全に除外される場合がある（例えば、全ての説明した作用又はイベントが、本技法の
実施のために必要であるとは限らない）ことは認識されたい。その上、幾つかの例では、
動作又はイベントは、連続的にではなく、同時に、例えば、マルチスレッド処理、割込み
処理、又は複数のプロセッサを通じて実行され得る。
【０２１６】
　[0233]１つ又は複数の例では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファ
ームウェア、又はそれらの任意の組合せで実現され得る。ソフトウェアで実装される場合
、機能は、１つ又は複数の命令又はコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されてよ
く、あるいは、コンピュータ可読媒体を介して送信され、ハードウェアベースの処理ユニ
ットによって実行されてよい。コンピュータ可読媒体は、例えば、通信プロトコルに従っ
て、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を支援する任意の媒体を含
む、データ記憶媒体又は通信媒体などの有形媒体に対応するコンピュータ可読記憶媒体を
含み得る。このようにして、コンピュータ可読媒体は、一般に、（１）非一時的である有
形コンピュータ可読記憶媒体、又は（２）信号又は搬送波などの通信媒体に対応し得る。
データ記憶媒体は、本開示で説明された技法を実装するための命令、コード及び／又はデ
ータ構造を取り出すために、１つ以上のコンピュータ、又は１つ以上のプロセッサによっ
てアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。コンピュータプログラム製品は、
コンピュータ可読媒体を含む場合がある。
【０２１７】
　[0234]限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読記憶媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
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Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭ又は他の光ディスク記憶装置、磁気ディス
ク記憶装置、又は他の磁気記憶装置、フラッシュメモリ、若しくは、命令又はデータ構造
の形態の所望のプログラムコードを記憶するために使用されコンピュータによってアクセ
スされ得る、任意の他の媒体を備え得る。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と
適切に呼ばれる。例えば、命令が、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア
、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、又は赤外線、無線、及びマイクロ波などのワイヤレス
技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、又は他のリモート発信源から送信される場合、
同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、又は赤外線、無線、及び
マイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。しかしながら、コンピュー
タ可読記憶媒体及びデータ記憶媒体は、接続、搬送波、信号、又は他の一時的媒体を含ま
ないが、代わりに非一時的な有形記憶媒体を対象とすることを理解されたい。本明細書で
使用するディスク（disk）及びディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ
）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディ
スク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）及びＢｌｕ－ｒａｙ
（登録商標）ディスク（disc）を含み、この場合、ディスク（disk）は、通常、データを
磁気的に再生し、一方、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上
記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含めるべきである。
【０２１８】
　[0235]命令は、１つ以上のデジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）などの１つ以上のプ
ロセッサ、汎用マイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプ
ログラマブル論理アレイ（ＦＰＧＡ）、又は他の等価な集積回路若しくはディスクリート
論理回路によって実行され得る。従って、本明細書で使用される「プロセッサ」という用
語は、前述の構造、又は本明細書で説明された技法の実施に適した任意の他の構造のいず
れかを指し得る。加えて、幾つかの態様では、本明細書で説明された機能は、符号化及び
復号のために構成された専用のハードウェア及び／又はソフトウェアモジュール内に設け
られる場合があるか、又は複合コーデックに組み込まれる場合がある。また、本技法は、
１つ以上の回路又は論理要素に完全に実装され得る。
【０２１９】
　[0236]本開示の技法は、ワイヤレスハンドセット、集積回路（ＩＣ）、又はＩＣのセッ
ト（例えば、チップセット）を含む、多種多様な機器又は装置の中に実装される場合があ
る。本開示では、開示される技法を実行するように構成された機器の機能的態様を強調す
るために様々な構成要素、モジュール、又はユニットが説明されたが、それらの構成要素
、モジュール、又はユニットは、必ずしも異なるハードウェアユニットによって実現する
必要があるとは限らない。むしろ、前述のように、適切なソフトウェア及び／又はファー
ムウェアとともに、様々なユニットがコーデックハードウェアユニットにおいて組み合わ
せられ得るか、又は前述のような１つもしくは複数のプロセッサを含む、相互動作可能な
ハードウェアユニットの集合体によって設けられ得る。
【０２２０】
　[0237]種々の例が記載された。これら及び他の例は、以下の特許請求の範囲内である。
　以下に本件出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［１］　ビデオデータを復号する方法であって、拡張レイヤピクチャのタイルが、レイ
ヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表すデータを復号することと、前記データが
、前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得ることを示すときだけ、レイヤ間予測
を使用して前記タイルのデータを予測することとを備える、方法。
　［２］　第１のアスペクト比を備えるベースレイヤピクチャを復号することと、前記拡
張レイヤピクチャを前記ベースレイヤピクチャと実質的に並列に復号することとをさらに
備え、ここにおいて、前記拡張レイヤピクチャが第２のアスペクト比を備え、ここにおい
て、前記第２のアスペクト比が前記第１のアスペクト比より大きく、ここにおいて、前記
拡張レイヤピクチャの前記タイルが前記ベースレイヤピクチャに対応する前記拡張レイヤ
ピクチャの部分の外側にあるとき、前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るか
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どうかを表す前記データを復号することが、前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測さ
れ得ないことを示すデータを復号することを備える、［１］に記載の方法。
　［３］　前記拡張レイヤピクチャの前記タイルが、前記ベースレイヤピクチャに対応す
る前記拡張レイヤピクチャの前記部分の外側にあるとき、前記拡張レイヤピクチャのタイ
ルが前記ベースレイヤピクチャのタイルと整列されていることを示すデータを復号するこ
とをさらに備える、［２］に記載の方法。
　［４］　前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表す前記データ
を復号することが、ピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）を規定するデータと、テクスチ
ャ又はシンタックスのレイヤ間予測が前記拡張レイヤピクチャのタイルに対して使用され
得るかどうかを示すデータとを復号することを備える、［１］に記載の方法。
　［５］　前記ＰＰＳを規定する前記データが、ｓｅｉ＿ｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ＿
ｓｅｔ＿ｉｄシンタックス要素を備える、［４］に記載の方法。
　［６］　テクスチャ又はシンタックスのレイヤ間予測が使用され得るかどうかを示す前
記データが、前記タイルに対応するｎｏｎ＿ｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｆｌａｇ
を備える、［１］に記載の方法。
　［７］　前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表す前記データ
を復号することが、ｔｉｌｅ＿ｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｉｎｆｏ ＳＥＩメッ
セージを復号することを備える、［１］に記載の方法。
　［８］　ビデオデータを符号化する方法であって、拡張レイヤピクチャのタイルが、レ
イヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表すデータを符号化することと、前記デー
タが、前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得ることを示すときだけ、レイヤ間
予測を使用して前記タイルのデータを予測することとを備える、方法。
　［９］　第１のアスペクト比を備えるベースレイヤピクチャを符号化することと、前記
拡張レイヤピクチャを前記ベースレイヤピクチャと実質的に並列に符号化することとをさ
らに備え、ここにおいて、前記拡張レイヤピクチャが第２のアスペクト比を備え、ここに
おいて、前記第２のアスペクト比が前記第１のアスペクト比より大きく、ここにおいて、
前記拡張レイヤピクチャの前記タイルが前記ベースレイヤピクチャに対応する前記拡張レ
イヤピクチャの部分の外側にあるとき、前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得
るかどうかを表す前記データを符号化することが、前記タイルがレイヤ間予測を使用して
予測され得ないことを示すデータを符号化することを備える、［８］に記載の方法。
　［１０］　前記拡張レイヤピクチャの前記タイルが、前記ベースレイヤピクチャに対応
する前記拡張レイヤピクチャの前記部分の外側にあるとき、前記拡張レイヤピクチャのタ
イルが前記ベースレイヤピクチャのタイルと整列されていることを示すデータを符号化す
ることをさらに備える、［９］に記載の方法。
　［１１］　前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表す前記デー
タを符号化することが、ピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）を規定するデータと、テク
スチャ又はシンタックスのレイヤ間予測が前記拡張レイヤピクチャのタイルに対して使用
され得るかどうかを示すデータとを符号化することを備える、［８］に記載の方法。
　［１２］　前記ＰＰＳを規定する前記データが、ｓｅｉ＿ｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ
＿ｓｅｔ＿ｉｄシンタックス要素を備える、［１１］に記載の方法。
　［１３］　テクスチャ又はシンタックスのレイヤ間予測が使用され得るかどうかを示す
前記データが、前記タイルに対応するｎｏｎ＿ｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｆｌａ
ｇを備える、［８］に記載の方法。
　［１４］　前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表す前記デー
タを符号化することが、ｔｉｌｅ＿ｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｉｎｆｏ ＳＥＩ
メッセージを符号化することを備える、［８］に記載の方法。
　［１５］　ビデオデータをコード化するための装置であって、拡張レイヤピクチャのタ
イルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表すデータをコード化することと
、前記データが、前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得ることを示すときだけ
、レイヤ間予測を使用して前記タイルのデータを予測することとを行うように構成された
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ビデオコーダを備える、装置。
　［１６］　前記ビデオコーダが、第１のアスペクト比を備えるベースレイヤピクチャを
コード化することと、前記拡張レイヤピクチャを前記ベースレイヤピクチャと実質的に並
列にコード化することとを行うようにさらに構成され、ここにおいて、前記拡張レイヤピ
クチャが第２のアスペクト比を備え、ここにおいて、前記第２のアスペクト比が前記第１
のアスペクト比より大きく、ここにおいて、前記拡張レイヤピクチャの前記タイルが、前
記ベースレイヤピクチャに対応する前記拡張レイヤピクチャの部分の外側にあるとき、前
記ビデオコーダが、前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得ないことを示すデー
タをコード化するように構成される、［１５］に記載の装置。
　［１７］　前記ビデオコーダが、前記拡張レイヤピクチャの前記タイルが前記ベースレ
イヤピクチャに対応する前記拡張レイヤピクチャの前記部分の外側にあるとき、前記拡張
レイヤピクチャのタイルが前記ベースレイヤピクチャのタイルと整列されていることを示
すデータをコード化するようにさらに構成される、［１６］に記載の装置。
　［１８］　前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表す前記デー
タをコード化するために、前記ビデオコーダが、ピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）を
規定するデータと、テクスチャ又はシンタックスのレイヤ間予測が前記拡張レイヤピクチ
ャのタイルに対して使用され得るかどうかを示すデータとをコード化するように構成され
る、［１５］に記載の装置。
　［１９］　前記ＰＰＳを規定する前記データが、ｓｅｉ＿ｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ
＿ｓｅｔ＿ｉｄシンタックス要素を備える、［１８］に記載の装置。
　［２０］　テクスチャ又はシンタックスのレイヤ間予測が使用され得るかどうかを示す
前記データが、前記タイルに対応するｎｏｎ＿ｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｆｌａ
ｇを備える、［１５］に記載の装置。
　［２１］　前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表す前記デー
タが、ｔｉｌｅ＿ｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｉｎｆｏ ＳＥＩメッセージを備え
る、［１５］に記載の装置。
　［２２］　前記ビデオコーダが、ビデオエンコーダ又はビデオデコーダの少なくとも一
方を備える、［１５］に記載の装置。
　［２３］　ビデオデータをコード化するための装置であって、拡張レイヤピクチャのタ
イルが、レイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表すデータをコード化するため
の手段と、前記データが、前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得ることを示す
ときだけ、レイヤ間予測を使用して前記タイルのデータを予測するための手段とを備える
、装置。
　［２４］　第１のアスペクト比を備えるベースレイヤピクチャをコード化するための手
段と、前記拡張レイヤピクチャを前記ベースレイヤピクチャと実質的に並列にコード化す
るための手段とをさらに備え、ここにおいて、前記拡張レイヤピクチャが第２のアスペク
ト比を備え、ここにおいて、前記第２のアスペクト比が前記第１のアスペクト比より大き
く、ここにおいて、前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表す前
記データをコード化するための前記手段が、前記拡張レイヤピクチャの前記タイルが前記
ベースレイヤピクチャに対応する前記拡張レイヤピクチャの部分の外側にあるとき、前記
タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得ないことを示すデータをコード化するための
手段を備える、［２３］に記載の装置。
　［２５］　前記拡張レイヤピクチャの前記タイルが、前記ベースレイヤピクチャに対応
する前記拡張レイヤピクチャの前記部分の外側にあるとき、前記拡張レイヤピクチャのタ
イルが前記ベースレイヤピクチャのタイルと整列されていることを示すデータをコード化
するための手段をさらに備える、［２４］に記載の装置。
　［２６］　前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表す前記デー
タをコード化するための前記手段が、ピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）を規定するデ
ータと、テクスチャ又はシンタックスのレイヤ間予測が前記拡張レイヤピクチャのタイル
に対して使用され得るかどうかを示すデータとをコード化するための手段を備える、［２



(52) JP 6279622 B2 2018.2.14

10

20

30

40

３］に記載の装置。
　［２７］　前記ＰＰＳを規定する前記データが、ｓｅｉ＿ｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ
＿ｓｅｔ＿ｉｄシンタックス要素を備える、［２６］に記載の装置。
　［２８］　テクスチャ又はシンタックスのレイヤ間予測が使用され得るかどうかを示す
前記データが、前記タイルに対応するｎｏｎ＿ｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｆｌａ
ｇを備える、［２３］に記載の装置。
　［２９］　前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表す前記デー
タをコード化するための前記手段が、ｔｉｌｅ＿ｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｉｎ
ｆｏ ＳＥＩメッセージをコード化するための手段を備える、［２３］に記載の装置。
　［３０］　命令を記憶したコンピュータ可読媒体であって、前記命令が、実行されたと
き、プロセッサに、拡張レイヤピクチャのタイルが、レイヤ間予測を使用して予測され得
るかどうかを表すデータをコード化することと、前記データが、前記タイルがレイヤ間予
測を使用して予測され得ることを示すときだけ、レイヤ間予測を使用して前記タイルのデ
ータを予測することとを行わせる、コンピュータ可読媒体。
　［３１］　第１のアスペクト比を備えるベースレイヤピクチャをコード化することと、
前記拡張レイヤピクチャを前記ベースレイヤピクチャと実質的に並列にコード化すること
とをさらに備え、ここにおいて、前記拡張レイヤピクチャが第２のアスペクト比を備え、
ここにおいて、前記第２のアスペクト比が前記第１のアスペクト比より大きく、ここにお
いて、前記拡張レイヤピクチャの前記タイルが前記ベースレイヤピクチャに対応する前記
拡張レイヤピクチャの部分の外側にあるとき、前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測
され得るかどうかを表す前記データをコード化することが、前記タイルがレイヤ間予測を
使用して予測され得ないことを示すデータをコード化することを備える、［３０］に記載
のコンピュータ可読媒体。
　［３２］　前記拡張レイヤピクチャの前記タイルが前記ベースレイヤピクチャに対応す
る前記拡張レイヤピクチャの前記部分の外側にあるとき、前記拡張レイヤピクチャのタイ
ルが前記ベースレイヤピクチャのタイルと整列されていることを示すデータを前記プロセ
ッサにコード化させる命令をさらに備える、［３１］に記載のコンピュータ可読媒体。
　［３３］　前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表す前記デー
タを前記プロセッサにコード化させる前記命令が、ピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）
を規定するデータと、テクスチャ又はシンタックスのレイヤ間予測が前記拡張レイヤピク
チャのタイルに対して使用され得るかどうかを示すデータとを前記プロセッサにコード化
させる命令を備える、［３０］に記載のコンピュータ可読媒体。
　［３４］　前記ＰＰＳを規定する前記データが、ｓｅｉ＿ｐｉｃ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ
＿ｓｅｔ＿ｉｄシンタックス要素を備える、［３３］に記載のコンピュータ可読媒体。
　［３５］　テクスチャ又はシンタックスのレイヤ間予測が使用され得るかどうかを示す
前記データが、前記タイルに対応するｎｏｎ＿ｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｄ＿ｆｌａ
ｇを備える、［３０］に記載のコンピュータ可読媒体。
　［３６］　前記タイルがレイヤ間予測を使用して予測され得るかどうかを表す前記デー
タを前記プロセッサにコード化させる命令が、ｔｉｌｅ＿ｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ＿ｐｒｅ
ｄ＿ｉｎｆｏ　ＳＥＩメッセージを前記プロセッサにコード化させる命令を備える、［３
０］に記載のコンピュータ可読媒体。
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